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【論説】

ロシア連邦連邦国境警備庁とその改革（その1）

1．ソ連邦の解体とロシア連邦連邦国境警備庁の設置

2．連邦国境警衛庁の改革と国境警備機関

3．慢性的予算不足とその対応施策

以上　海上保安大学校50周年記念論文集

ロシア連邦連邦国境警備庁とその改革（その2）

4．連邦国境警備庁の法保護機関機能

以上　研究報告第47巻第1号

ロシア連邦連邦国境警備庁とその改革（その3）

5．連邦国境警備庁による武器の使用

6．連邦国境警備庁と海賊対策

以上　研究報告第47巻第2号

ロシア連邦連邦国境警備庁とその改革（その4）

7．連邦国境警備庁と麻薬対策

（1）麻薬の乱用および不正取引に対する法的責任と麻薬中毒対策

a）麻薬酪訂者の責任能力

b）麻薬中毒の撲滅政策としての少量麻薬の合法化

C）新1996年刑法典および新2001年行政反則法典

d）少量、大量および特に大量の定義

e）麻薬および向精神薬の不正取引等に対する罰則

（2）麻薬および向精神薬等の不正取引に対する取締機関

（3）ロシアにおける麻薬汚染の現状と麻薬対策
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a）連邦麻薬対策プログラム

b）麻薬対策における国際協力

C）極東における麻薬事犯の現状とその取締

d）海上における麻薬事犯の現状とその取締

（4）連邦国境警備庁による麻薬事犯の取締

以上　本稿

7．連邦国境警備庁と麻薬対策

ロシアは1961年の「麻薬に関する単一条約」（恥脚HOH丑eHl中拐OHap仰耶eCHHX

q喝Cn鮎Ⅸ1961m卿）を1963年12月14日に1、1971年の「向精神薬に関する条約」

任bH斑鱒叩01m叩nHもⅨ撹氾鱒打恍Ⅸ1971叫a）を1978年12月26日に2、1988年の

「麻薬および向精神薬の不正取引の防止に関する国際連合条約」（国連麻薬新条約）

（Ⅰ肋閻即叩硯Op御伽HeHHもⅨHa叩戒06如b6eITPm He3amHHOrt）

d叩mH叩meCKHX印卿HmnpOnmⅨBeⅡ鱒の19鍋ⅠⅦa）を1990年10月9

日に批准し3、1961年の「麻薬に関する単一条約」1972年修正議定書に1995年11月23日付

連邦法4によって加盟している。

これら条約に対応した国内法としては1998年1月8日付第3－陀号麻薬向精神薬連邦法

（¢印q）a刀も封旺適3mOT8兄HBap兄1998r．Nb3－03t■OHaP脚ⅦeCXlⅨq）卿aXH

HαⅨ（叩0nHbⅨBQ叩㌍柑aX■り5があり、この連邦法第2条に基づき1998年6月30日付第鴎1

号政府決定によって国際条約に合致した「ロシア連邦において規制される麻薬、向精神薬およ

びその前駆物質の一覧表」6が承認されている。

資金糖争（マネーロンダリング）に関しては、現行1996年刑法典が初めてその第174条で

麻薬資金の洗浄（マネーロンダリング）を含む不正な手段によって取得された金銭資金または

その他財産の合法化（洗浄）に対する刑事責任を定めていたが、この種の犯罪に対してこの条

文が機能するための環境はまだ整っているとは言えない状況だったとのことである7。しかし、

2001年5月28日付第62－陀号連邦法8によって1999年5月7日ブタペストで署名していたマ

ネー・ロンダリング対策についての「犯罪収益の洗浄・押収および没収に関する1990年欧州

評議会条約」恥em坪虚mM址mIl托H，馳Ⅲ此HⅢⅠ，由Mm椚皿画匝肌叩吼卯叩岬

肝叩∝耶HO録月脚弧m（0ゆa触れ8H棚卸兄19肋．）〕を批准し、国内法として2001

年8月7日付第1151電号犯罪収入朗封ヒ（洗浄）対策連邦法（¢由印a皿弘戒aa抽H肝7
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aBrym2001ⅠⅦaNl15－◎3，10mpcrIVIBqZle放cIBHH刀erEma叩HhLIBaHHK）ROX明OB，

nOJ耶eHHもⅨ叩e∝yIIHもMq汀eMり9を定めるなど、近年ロシアはマネーロンダリング対策

についてもその環境を積極的に整備してきている。

（1）麻薬の乱用および不正取引に対する法的責任と麻薬中毒対策

a）麻薬酪酢者の責任能力

アルコールまたは麻薬の酪酎者による犯罪の処罰に関してロシアでは、現行1996年ロシア

連邦刑法典第23条が、ソ連邦時代の旧1960年ロシア共和国刑法典第12条と同様に、「アルコ

ーノh麻薬またはその他の麻酔物質の使用によって引き起こされた酪訂状態の中で犯罪を実行

した者は刑事責任の対象となる」と、精神病等による病理学的な酪酢の場合を除き、飲酒や麻

薬等の使用による醗酎状態での犯罪に対して責任能力の阻却を認めず、刑事責任を負うことを

定めている10。また、旧刑法典第39条（責任加重事由）第10号は、酪酎状態にある者によ

る犯罪の実行を刑罰の加重事由とする（ただし、犯罪の性格に応じて裁判所はこれを責任加重

事由としないことができる）ことを定めていたが、新刑法典第63条（責任加重事由）ではこ

の規定はなくなり、同条第月号が「重度の精神障害を患っている者および刑事責任が生ずる

年齢に達していない者」とならんで、「璃町状態にある者」を犯罪に引き入れることを刑罰の

加重事由としている11。

b）麻薬中毒の撲滅政策としての少量麻薬の合法化

旧1984年行政犯則法典および旧1960年刑法典の1987年6月29日付改正12によって、行

政反則法典に関しては、それまで「医師の処方なしの麻薬の使用」を要件としていた同法典第

胡条13が「販売を目的としない少量の麻薬の不正な取得および所持ならびに医師の処方なし

の麻薬の使用」と改正され、「販売を目的としない少量の麻薬の取得および所持」という要件

が新たに加わった。旧960年刑法典に関しては、これまで「販売を目的としない麻薬の不正な

取得、所持、輸送または発送」を構成要件としていた同法典第224条第3項とは抽こ、上記行

政反則法典第亜条と連動する、「販売を目的としない少量の麻薬の不正な取得もしくは所持

または医師の処方なしの麻薬の使用により行政処分を課せられてから1年以内に再度実行さ

れた同じ行為」を構成要件とする第224－3条が新たに加えられた。

さらに、旧行政反則法典に関しては第亜条の備考で「販売を目的とせずに取得したまたは

所持していたその所有する少量の麻薬を自発的に引き渡したならびに医者の処方なしの麻薬

の使用に関連して医療施設に医療援助を自発的に求めてきた者は、本条に規定された行為に対

する行政責任を免除される」ことが規定され、旧刑法典に関しては第224条の備考で「麻薬を
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自発的に引き渡した者は、引き渡した麻薬の取得、ならびにその所持、輸送および発送に対す

る刑事責任を免除される。非医療目的での麻薬の使用と関係して医療施設に医療援助を自発的

に求めてきた者は、使用した麻薬の不正な取得、所持、輸送および発送に対する刑事責任を免

除される」ことが規定された。

その後、旧1984年行政反則法典第亜条および旧1960年刑法典第224－3条の1991年12月

05日付改正14によって、それぞれの条文の構成要件から「医師の処方なしの麻薬の使用」が

削除された。

このように販売を目的としない少量の麻薬の不正な取得および所持に関しては、1987年お

よび1991年の旧行政反則法典および旧刑法典の改正によって旧行政犯則法典第現条の行政罰

の対象となり、その行政処分を受けてから1年以内に同じ行為を繰り返した場合に初めて、旧

刑法典第224－3条の刑事罰の対象となり、しかも麻薬を自発的に引き渡す者ならびに医療援助

を医療施設に自発的に求めてくる者についてはその行政責任および刑事責任を免除するとい

うように、麻薬中毒の撲滅、麻薬を不正使用している麻薬中毒者および麻薬依存者の更生およ

び救済を目的として販売を目的としない少量の不正麻薬について法的責任を軽減する措置が

取られた。

C）新1996年刑法典および新2001年行政反則法典

1996年6月13日付新ロシア連邦刑法典では、「少量の」麻薬についての旧刑法典第224－3

条の規定がなくなり、旧刑法典第224条第3項の規定を引き継いだ第228条第1項が、「販売

を目的としない大量の麻薬または向精神薬の不正な取得または所持に対して」と、構成要件に

「向精神薬jを加えるとともに、麻薬または向精神薬の量的要件が「大量の」に変わり、麻薬

または向精神薬の量が大量でないものついては刑罰が適用されないことになり、麻薬等の量に

かかる刑罰適用要件が旧法典と比べ文言上闇櫛ロされている。このほか、販売目的の構成要件

を規定した第228条第2項に対する責任加重要件として同条第3項および第4項にそれぞれ「大

量の」および「特に大量の」という量的要件が定められている。

この麻薬等の量にかかる新刑法典の刑罰適用要件緩和に対応して、「少量の」という量的要

件を削除する等の旧行政犯則法典第現条の改正は1997年2月12日国家会議で講読案が採択

されていたものの15、2001年12月30日付の新行政反則法典が制定されるまで改正されない

ままとなっていた。現行2001年行政反則法典16では、旧1984年行政反則法典第現条に対応

する第6．8．条が、「販売を目的としない麻薬または向精神薬の不正な使用または所持ならび

にならびにその類似物（aHa刀Om）の不正な取引は、最低労勘資金額の5倍から10倍までの
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額の行政的罰金の賦課を伴う」ことを規定し、第6．9．条が「医師の処方なしの麻薬または向

精神薬の使用は、本法典第20．20．粂第2項（公共の場所での麻薬または向精神薬の使用など）、

第20．22．条〔公共の場所での未成年者による麻薬または向精神薬の使用など（未成年者に対

する親権者等の監護責任規定）〕によって規定されている場合を除き、最低労働貸金額の5倍

から10倍までの行政的罰金の賦課または15日間までの行政拘留（叫MHHH（コpm恥戒

叩eCr）を伴う」ことを規定し、麻薬の量に関して「少量の」がなくなり、刑法典と整合性が

取られるとともに、「医師の処方なしの麻薬および向精神薬の使用」を要件とする行政罰が復

活している。

また、2001年の行政反則法典第6．8．条および刑法典第228条の備考は、旧1984年行政反則

法典第堪条および旧1960年刑法典第224条の備考とは責任免除の考え方が変わっており、新

法典の備考では共に「医者の処方なしの麻薬の使用と関係して医療施設に医療援助を自発的に

求めてきた者」という旧法典の責任免除要件が削除され、行政反則法典第6．8．条の備考は、

「販売を目的とせずに取得した麻薬もしくは向精神薬またはその類似物を自発的に引き渡し

た者は本行政犯則に対する行政責任を免除される」ことを、刑法典第228条の備考は「麻薬ま

たは向精神薬を自発的に提出し、麻薬または向精車中薬の不正取引に関係する犯罪の解明または

阻止、同犯罪の実行者の摘発、犯罪獲得財産の発見に積極的に協力した者には当該犯罪の刑事

責任が免除される」ことを規定し、責任免除要件から麻薬中毒者の社会救済的な要素が消え、

犯罪摘発への協力という司法取引的な要素が強まっている。

d）少量、大量および特に大量の定義

旧行政反則法典第亜条および旧刑法典第224－3条に規定された「少量の麻薬」および「大

量の麻薬」（旧刑法典第224条第2項）の具休的な基準に関しては、法律にその規定がなく、

1987年11月25日付第9号常設麻薬監督委員会議事録付属書の「発見された不正に所持また

は取引されていた麻薬の量を少量および大量に分類することについて」の常設麻薬監督委員会

鑑定表17がこれを具体的に定めている。この表によれば」例えば、マリファナは少量が5g、

大量が500g、アヘンは少量が0．5g、大量が50g、コカインは少量が0．02g、大量が1g、ヘロ

インは少量が0．015g、大量が1．10gとなっていた。

1996年の新刑法典制定に伴い、上記1987年の常設麻薬監督委員会鑑定表に代わる麻薬また

は向精神薬の少量、大量または特に大量の新しい基準が1996年12月17日付第53／針雅号1

12月25日付第54／1か96号、1997年4月30日付第2／56づ7号、6月4日付第3／57－97号、1998

年3月18日付第1／63－98号、1998年7月29日付第釘66－98号、1998年10月7日付第6／68－98
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号、1998年12月2日付第7／6㌢98号、1999年3月10日付第1／仲－99号、1999年6月21日

付第3／72－99号、1999年12月1日付第6／75－99号、2000年3月6日付第1／76－00号、2001

年1月10日付第1／7㌢2001号、2001年3月6日付第2／8肝2001号の常設麻薬監督委員会会議

議事録に基づき作或された「不正な所持または取引で発見された麻薬、向精神薬および劇物の

数量を少量、大量、特に大量に分類することについて」の常設麻薬監督委員会の総括鑑定表18

によって定められている。この表によれば、例えば、乾燥マリファナは少量がOgへ鳳1g、大

量が0．1～500g、アヘンは少量がOgへ札1g、大量が0．1g～10．0g、コカインは少量がOg～

0．01g、大量が0．01g～1．0g、ヘロインは少量はなく、大量が0．005g、特に大量がそれぞれ

の大量を超える量というように1987年の規定内容よりも厳しくなっており、刑法典の文言上

の立法傾向とは異なっている。

刑法典および行政反則法典に規定されたこうした麻薬または向精神薬の「少量」、「大量」ま

たは「特に大量」の基準については、刑法典および行政反則法典を含め、法律にはその規定が

な叛こうした状況の中、1993年4月27日付第2号ロシア連邦最高裁半㈱会決定第12条19

および1998年5月27日付第9号同総会決定第13粂20は、「裁判所は、麻薬の量についての

基準が法律によって定められていないことから、この間題の解決に当たっては各々の具体的な

場合にその数量、特性、人体への影響度を拠り所とすべきであり、この際にはロシア連邦保健

省付属常設麻薬監督委員会によって作成された勧告を考慮する必要がある」ことを定めていた。

しかし、ロシア連邦総検察庁およびロシア内務省取調委員会は、1997年7月1日から施行さ

れている現行刑法典の麻薬等関係犯罪条文の適用に関して、発見された不正な麻薬等の大量

（および特に大量）の決定に際しては上記の常設麻薬監督委員会の上記鑑定表に準拠すること

を勧告するなど21、取締の現場では上記の常設麻薬監督委員会の上記鑑定表が具体的な取締

基準として活用されているとのことである22。

このように、少量の麻薬の法的責任免除については、麻薬汚染が拡大する中で麻酎肖費者で

ある麻薬中毒者および麻薬依存者の社会的救済を目指した法的責任の緩和と麻薬供給者であ

る麻薬犯罪親織の撲滅を目的とした取締の強化という麻薬対策におけるリベラル派と規制強

化派との間の力関係を反映して、法律（立法）レ～レでの文言上の緩和化と常設麻薬監督委員

会鑑定表という憲法上問題がある基準による実行（行政）レいりレでの厳酎ヒなど規諸媚折口と厳

格化とが綱引き状態にあるが、現在は全体として規制強化の側に傾いているようである2㌔

ところで、上記の不正麻薬の消費者（中毒者、依存者等）とその供給者宙巳罪舶織等）にか

かるこれまでの取締の問題点として、麻薬犯罪検挙者の約8割が麻薬消費者であり、麻薬供給
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者が2割にすぎないという状況があり24、麻薬に絡む汚職対策を含め、麻薬対策が麻薬供給

者の摘発に結びつかなければ麻薬問題の抜本的な解決とはならないことが指摘されており25、

取締機関にとってこの問題の解決が取締上の大きな課題となっている26。

（2）麻薬および向精神薬等の不正取引に対する取締機関

麻薬不正取引対策取締機関の設立に関しては、1918年のコカイン闇取引対策についてのロ

シア人民委員会議命令から始まり、このときに反革命・サボタージュ・投機取締全露非常委員会

（和）投機対策部（叩几nO6叩曲00me叩叩e蕗）の中にコカイン（麻掛投機対策

課〔耶皿IlO申ph6e00CITe叩叩e最mmHHCMhapmi〕が組織されたが、内

務人民委員部（ⅠⅡCB月）にこうした特別な下部組織は設置されず、この機能は刑事部

bTO皿BHも戒p03bm）に委ねられていたとのことである。その後さまざまな組織的変遷があ

るが、1973年7月7日ソ連邦内務省刑事局ⅣyPMBnCCCP）に麻薬中毒対策課（叩司郎nO

60Pb6ecHaPtCWefi）が定員6名で設置され、ソ連邦末期の1990年ソ連邦内務省刑事総

局（m M耶CCCP）に麻薬中毒蔓延対策局（yi甲aMeHHeITO6qph6e c

pacnp∝叩aHeHHeMHaPROMaLHHH）が設置され、1991年11月ソ連邦内務省に新たに第4局

と呼ばれた麻薬不正取引監督局但Ⅰ叩Omm叩α皿3aHeaamM軸mH叩mB

M即ICCCP）が設置された。その後ソ連邦の崩壊を経て、1994年ロシア連邦内務省麻薬不正

取引対策局（yBHOH MBn P（D：yrq）ameH班eI10軸）h6e c He3alのHHLn目元oporM

Hap抑∝mⅢ∝旧MB月P¢）が組織された。また、1998年5月7日付のロシア連邦内務省令第284

号、ロシア連邦国家税関委員会令第328号、ロシア連邦連邦保安局令第204号およびロシア連

邦連邦国境警備庁令第217号によってロシア内務省の麻薬不正取引対策局ⅣBHOH）に直

接従属するロシア内務省付属麻薬不正取引阻止分野官庁間相互活動本部（Ⅰセmp

M瓜Be卿瓜汀BeHHOrO B3a耶e鮎耶皿‡B（ゆ甲eITPe椚eHH兄　He3aROHHOI℃　C60pOTa

HapIm捕B叩HM耶Pooコ覆ほ）27が局の資格で組織され28、2000年4月にはロシア内務省

令によって同じく麻薬不正取引対策局の監督下にロシア内務省機動探索部隊（011印mHO・

p03bIC氾Ⅰ弧qaCm）が設置された29。

国内の麻薬汚染の深刻化に対応してその後も組織改編は続き、「麻薬および向精神薬の不正

対策の領域おける国家管理の完全化について」の2002年9月24日付ロシア連邦大統齢30に

よって、麻薬および向精神薬の不正対策の領域における連邦執行権力機関およびロシア連邦主

体執行権力機関の活動をその権限の範囲内で調整することが連邦内務省に委ねられ、同省に付

属して職員総数7000名（連邦内務機関職員定員200名）の麻薬向精神薬不正取引対策問題国

－　92－



91－ロシア連邦連邦国境警備庁とその改革（その4）

家委員会（n即aPmeHHb戒mmT rIO rIPOrHBqZleaCTBHX）He3amHHαMy O6qpoTy

HaPtm椚eCXKXCPeACTBHrICHXOTPOrIHhⅨBeqeCrB）が設置された。

このように麻薬および向精神薬等の不正な取引等かかる法違反についてはこれまで歴史的

に内務機関の権限であり、現行2001年行政反則法典では第23．3．条〔内務機関（民警）〕によ

って同法典の第亜条、第10．4．条および第10．5．条などの犯則手続権限が、現行2001年刑事

訴訟法典では第150条（捜査取調形式）第3項ならびに第151条（捜査取調管轄）第2項およ

び第3項によって現行1996年刑法典の第228条から第231条までの麻薬関係犯罪ならびに第

188条31の麻薬、銃器、竜郷各重要物資等の密輸犯罪の捜査および取調の権限が内務機関に与え

られている。

しかし、ロシア連邦内務省付属麻薬向精神薬不正取引対策国家委員会は、軍、内務および諜

報関係省庁、いわゆるパワー官庁（cK刀刃咽もIeBepPM肛阻）の大規模な機構改革となった2003

年3月11日付の十連の大紋観令の一つである「ロシア連邦国家管理の完全化の諸問題」第306

号大統領令32よって内務省から分離独立し、麻薬、向精神薬およびその前駆物質の不正取引

に対する対策措置の実行、当該対策に関する連邦執行権力機関および連邦主体執行権力機関の

活動を調整などの領域に特別な権限を有するロシア連邦麻薬向精神薬取引監督国家委員会

（m隅meHH五戒mⅦ汀eT Pooc拓銀cKO鎮¢qq甲a岬Ⅸm mmpOJm aa虚叩mM

HapmCK孤　軍餌m H nC収叩0Ⅰ皿Ⅸ　胱Ⅰ岬の）〔麻薬対策国家委員会

（I「∝HapHOmI叩α凪）〕という独立の連邦執行権力機関に改組されている。同国家委員会は、

内務省から麻薬向精神薬不正取引関連犯罪の予防および阻止に関する機能の移管を受けるだ

けでなく、同大統齢によって2003年7月1日からその11年間の活動に幕を引き廃止される

連邦税務警察局（¢CHH）の建物、施設等その他財産ならびにその組織定員枠を引き継ぎ、

地方機関職員を含め4万人の定員を持っ組織となっており33、初代議長には、内務省出身者

ではなく、連邦保安局（旧EGB）出身のチェルケソフ氏田旺【叩BacImeB椚qepI聡COB）

34が任命されている35。2003年6月6日付の大統齢で然るべき法律が採択されるまでの暫

定的な同国家委員会規程36および同国家委員会組織の最高幹部職名定数一覧表37が承認され、

2003年6月30日付で関係諸法の改正が行われている38。こうした麻薬取締機関の統合弓封ヒの

背景には、以下で述べるようなロシア国内の深刻化する麻薬汚染の現状がある。

（3）ロシアにおける麻薬汚染の現状と麻薬対策

ロシアにおける麻薬汚染は90年代の初めから深刻化し、1999年まで急激に汚染が拡大し、

現在もその状況は続いているが、2000年に入って汚染の拡大率に低下が見られるとのことで
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ある39。

麻薬汚染の状況は麻薬不正行為の潜在性および非婦敵性の高さからその実態を把握するこ

とは極めて困難とされているが、ロシアにおける麻薬対策にかかる文書の中からその認識され

ている状況を拾い上げてみることにする。

a）連邦麻薬対策プログラム

ロシア連邦における麻薬対策にかかる最初の基本文書であるロシア連邦麻薬対策国家政策

概念（bHrPm卵叩ⅥaPmeHH戚rl0Jm m mI叩cm3a HaP灯M B

P∝℃血0鎮¢e揮pa間）（1993年7月22日付第5494－1号ロシア連邦最高会議決定によっ

て承認）40では、「現在ロシアでは麻薬汚染の拡大および麻薬中毒患者の増加が進んでおり、

最近10年間に麻薬関連犯罪の摘発件数は3倍に増加し、押収される麻薬の量も30倍に増え、

1991年は20トンを超えていた。」ことが述べられていた。そして、この国家政策概念に従い、

これまでに1995年～1997年および1999年へゼ001年の麻薬不正使用取引対策総合措置」連邦

特別プログラム（如印a皿Ha兄Ⅰ即eBalI npOrPaMMa　一．fCo和服拍認ⅠもIe MephI

npoIVIBq準鎮mm3叩mpe6JIeHH拍HaPRqn皿庄KHHXHeaamHHOMy虚opoTyM）（以下、

連邦麻薬対策プログラム）が実行され、2002年～2004年の連邦麻薬対策プログラムが現在進

行中であるが、麻薬汚染の現状認識について各プログラムでは以下のように述べられている。

第1回目の1995年～1997年連邦麻薬対策プログラム41（1995年6月3日付第542号連邦

政府決定によって承釦42〔このプログラムは1997年8月13日付第1128て号政府命令によ

って2000年まで延長されている43〕

①ロシア連邦における麻薬中毒およびこれと関連した犯罪はますます規模が大きくなって

おり、社会の精神道徳的雰囲気に重大な影を落とし、経済、政治および法秩序に悪い影響を与
■　　　　■　　　　●　　　　●

えている。

②麻薬の医療外使用者の数が安定的に増加しており、社会学的調査によれば、現在その数

は150万人を超え、2000年までには2倍になるとの予測がある。

③特に危慎されるのは若い世代における麻薬中毒の広がりである。麻薬使用者のほぼ3分

の2が30歳未満の者であり、児童および未成年者に麻薬中毒が広がっている。

④麻薬関連犯罪も増加しており、最近10年間でその犯罪件数はほぼ4倍になっており、1993

年には5万件を越え、特定の地域では財産犯の6鴎までが麻薬中毒に起因するものである。

⑤麻薬不正使用の進展および麻薬価格の急激な上昇が麻薬販売を組織的に行う犯罪組織

（叩eロynmIeC叩y‡叩pⅢ）の出現とその肥大化のための好条件を作り出している。
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第2回目の1999年～2001弔垂邦麻薬対策プログラム44（1999年9月9日付第1030号連邦

政府決定によって承認〉　45

①ロシアでは非医療目的の麻薬（麻薬、向精神薬および劇薬）の不正な頒布および医療目

的外の使用が増加し続けており、国民の健康ならびに国の経済、法秩序および安全に脅威とな
■　　　　■　　　　■　　　　　■

っている。

②医師の処方なしに麻薬を使用している者の数が安定的に増加しており、専門家によれば

麻薬施用者の数は200万人を超えており、麻薬の医療外佐用のレベルは最近数年間で20倍に

なっている。

③特に危惧されるのは軌、世代における麻薬中毒の広がりである。麻薬使用者のほぼ3分

の2が30歳未満の者であり、児童および未成年者に麻薬中毒が広がっている46。

④麻薬関連犯罪の件数は最近10年間で10倍になり、1998年には19万件に達した。しか

し、これらの数詞ま現実を反映していなし㌔ロシアおよび他界の専門家によれば、こうした犯

罪はその10～15％しか摘発されていない。

⑤麻薬の不正取引に関係する犯罪者層（叩餌yI甘Ⅰ弧印明a）が結集し、その組織力が強ま

っている47。この領域における犯罪および法違反は大衆化し、特定の住民層では常態化

（HqpMa刃期旺3HH）している。

⑥最も危険な傾向は、ロシアへの麻薬密輸の急激な増加である。押収される麻薬の半数以

上が外国産である48。

⑦国内の非合法麻薬市場でi朝敵しい構造変革が生じており、高濃縮で高価格のアヘン、コ

カイン、ヘロイン、合成麻薬がロシア伝統のケシ藁毎肌曲射即mm）およびマリファナ

に取って代わろうとしている49。

⑧非合法な麻薬生産が急激に拡大しているが、犯罪活動に高学歴者および専門知識を有す

る者が加わり、ハイテク設備を備えた非合法密造所で合成麻薬の製造が行われている50。

⑨合法取引麻薬の非合法取引側への流出レベルが下がっていない。麻薬の生産、取得およ

び保管規則の違反が多数生じている。

⑩保健データによれば1998年の初めの数字でロシア市民のほぼ23万人が医師の処方なし

に麻薬を使用している者として特殊診療所に登録されている。これは、平均で10万人当たり

158人となり、ヨーロッパでも極めて高い数字の一つとなっている。ロシアでの麻薬中毒患者

一人の2週間治療コースの商業価格は約2000米臣レであり、予防および麻薬撲滅運動が大き

な意義を持つようになっている。
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第3回目の2002年～2004年連邦麻薬対策プログラム51（2002年1月23日付第44号連邦

政府決定によって承認）52

①ロシアでは非医療目的の麻薬（麻薬、向精神薬および劇薬）の使用が増加し続けており、

国民および国家の脅威となっている。

②医師の処方なしに麻薬を使用している者の数が増大し続けており、1996年～2000年の間

に登録されている麻薬朗者の数は2倍以上増加し、現在公式な数字として45万1603名を数

える。専門家によれば麻薬施用者の数は300万人を超え、上記期間に麻薬の医療外使用のレベ

ルは20倍になった。

③特に危惧されるのは軌、世代における麻薬中毒の広がりである。麻薬使用者のほぼ3分

の2が30歳未満の者であり、児童および未成年者に麻薬中毒が広がっている53。

④麻薬関連犯罪の件数は、最近10年間に10倍になり、2000年には24万3572件となって

いる。しかしこの数字は現実を反映していない。ロシアおよび世界の専門家によれば、こうし

た犯罪はその10～15％しか摘発されていなも㌔麻薬の不正取引に関係する犯罪者層は結集し、

その組織力が強まっている。この領域における犯罪および法違反は大衆化している。

⑤最も危険な傾向は、麻薬密輸の急激な増加であり、ロシアで押収される麻薬の半分以上

が外国産であり、特に危険であるのは中央アジア地域、主として最大輸出国であるアフガニス

タンからの増加するヘロインおよびアヘンの流入である54。

⑥国内の非合法麻薬市場では激しい構造変革が生じており、高濃縮で高価格のアヘン、コ

カイン、ヘロイン、合成麻薬がロシア伝統のケシ藁およびマリファナに取って代わろうとして

いる55。

⑦非合法な麻薬生産が急激に拡大しているが、非合法密造所で合成麻薬を製造するための

知識を有する高学歴者および専門知識を有する者が犯罪活動に加わってきている。

⑧合法取引麻薬の非合法取引側への流出が続いている。麻薬の生産、取得、保管および販

売規則の違反が多数生じている56。

このようにロシアでは、国連が「国連麻薬乱用撲滅の10年」とした1991年から2000年ま

での10年間に麻薬汚染が深刻化してゆき、その対策措置である麻薬プログラムも予算不足等

によって予定どおりの成果は上がっておらず、現在は300万人（総人口の約誠）を超えると

も言われる多数の麻薬依存者を抱え、麻薬汚染の低珊ヒが進行し、麻薬犯罪が大衆化してい

る。不正取引される麻薬の種類もケシ藁またはマリファナといったロシア伝統の安価な植物性

麻薬から国外から密輸される収益率の高いアヘンやヘロインといった強い麻薬および非合法
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製造の合成麻薬への交替が起きている。こうした状況に相応して麻薬犯罪組織も肥大化し、組

織力および国際化を強めている。正に麻薬が国民および国を蝕み、脅威となっており、事態を

好転させる抜本的な麻薬対策が緊急に必要とされている。

b）麻薬対策における国際協力

1999年6月29日のロシア連邦安全保障会議委員評議会決定によって承認された「2008年ま

での期間における麻薬・向精神薬の不正取引・乱用対策に関する活動の指導原理および基本方

針」57は、「ロシアにおける麻薬需要の削減という国内問題の解決は世界的な麻薬問題の解決

と不可分な要素であり、その実際的な戦略の立案においては国連の枠内で緊密な協力を行う、

麻薬の不正取引およU笥L用の対策にかかる国際的な義務を完全に履才子する」ということを定め

ているが、ロシアは、一国だけで解決することが困難な国際的問題を協力して解決するためお

よび麻薬対策先進国の経験に学ぶためCIS諸国等の隣接国、ヨーロッパ共同体（即）等の地域

機関および国連薬物統制計画帥ⅨP）等の国際機関との相互協力関係の構築を積極的に行っ

ている58。

90年代前半から始まるCIS諸国との協力では、1992年のCIS諸国・エストニア内務省間協定

59および1994年のCIS諸国税関間協定60ならびに最近のものとして2000年のCIS諸国政府

間協定61および「2000年から2003年までの犯罪対策共同措置国家間プログラム」62といった

ロシアとCIS諸国との不正取引麻薬向精神薬対策に関する多国間協力文書がある。

欧州地域との協力では、ロシアは1996年2月28日に欧州協議会（CoBeTE叩0mⅠ／Co血d

ofEurope）に加盟し63、1999年5月18日に同協議会枠内の「麻薬乱用不正取引対策協力グ

ループ（IbyTtrIaIbMIIW／ThePompidouGroup）」の正式メンバーとなっている64。

90年代末から始まる国連との援助協力では、ロシアにとっても麻薬対策上重要な意味を持

っている中央アジア地域で援助協力活動を行っていた国連薬物統制計画（Ⅲ町田H／

UNDCP）とトルクメニスタン、ウズベキスタン、カザフスタン、キルギスタンおよびタジキ

スタンとの間の1996年5月4日付「麻薬・向精神薬・前駆物質不正製造取引乱用対策分野にお

ける協力の相互理解についての覚書」65に1998年2月ロシアも加盟し66、1998年12月には

「ロシアの麻薬・組織犯罪対策分野への緊急技術援助についての協定」67を、1999年12月に

は「タジキスタンにおけるロシア連邦国境瞥隋団への国連薬物統制計画側からの援助について

の協定」68を、2001年6月には「麻薬不正取引・組織犯罪対策領域におけるロシア法保謝幾関

職員専門教育の改善計画の実現についての協定」69をそれぞれ国連事務局との間で締結する

など国連との援助協力関係を深めている70。1999年7月からは国連薬物統制計画任0Ⅰ耶Ⅰ
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／mCP）の在ロシア事務所（モスクワ）が活動している71。

このほか、ロシアは、これまでに57カ国と麻薬対策専用のまたは部分的に麻薬対策に関係

する80を超える政府間および官庁間協定を締結しているとのことであり72、最近のものでは

2002年9月25日に締結された米国との法保護活動・麻薬監督協力政府間協定73がある。

C）極東における麻薬事犯の現状とその取締

2001年3月1日に発表された極東機動税関頂BOT：na皿HeBmtIHa兄OrIePaTHBHaSI

TaM00耽m）の2000年活動成果によれば74、極東地域は、その地理的状況から、イラン、パキ

スタンの麻薬マフィア、アゼルバイジャン人、チェチェン人、タジキスタン人、朝鮭人たちに

よって将来の販売市場としてばかりでなく、アジア太平洋諸国への麻薬の国際的トランジット

地域としても積極的に利用されているとのことである。また、極東でも麻薬市場に変革が生じ

ているが、中国国内でのエフェドリンに対する当局の規制が弓封ヒされていることにより75、

中国製のエフェドリンの流通量が低下し、中央アジア諸国から供給されているアヘンアルカロ

イド系の麻薬が増え、カンナピノール系の麻薬の市場では、ロシア国内産のほかに、中央アジ

ア諸国からのハシシが入ってきているとのことである。麻薬の主要な供給元は、国別に、中国

からがェフェドリンおよびアヘン、ウズベキスタン、カザ才累タン、タジキスタン、アゼルバ

イジャン、イラン、アフガニスタンからがアヘンおよモル＼ロイン、北朝鮮からがヘロインおよ

びアヘンだとのことである。2000年に極東税関が稀薄した麻薬、向精神薬および劇薬の不正

取引の件数およびその押収量は、84件、108．378kgであり、その内訳は、アヘンが11．423kg、

マリファナが約35kg、ハシシが29．284kg、エフェドリンおよび疑似エフェドリンが17．388kg、

ヘロインが80．67g（2∝け年活動成果によれば762001年の押収量は99件、95．168kg＋29血1）

であり、麻薬の発見には麻薬犬が大きな役割を演じており、麻薬犬により24件、28．792kgの

麻薬が押収されているとのことである。現在、アゼノレベイジャン人たちによるアゼルバイジャ

ン、イラン、アフガニスタンから沿海地方を経由して日本へ向かう麻紗レートの解明に大きな

注意が払われており、このノレートの麻薬密輸の摘発および防止を目的として、日本の税関など

とも緊密な連携活動が行われているとのことであった77。

沿海地方には、新たに発足した麻薬対策国家憂員会任も任IapIのmmpm）の地方組織とし

て麻薬対策国家委員会沿海地方局ⅣnⅨP◎mロp埠M叩叩叩aカ）がウラジオストック

に、同局の地区間部毎叩a蕗oHHMe叩eJM）がナホトカ、ウスリースク、スパスクーダリ

ニィ、アノレセニエフ、ダリネレチェンスク、ダリネゴルスク、レソザボツクの各市に配置され

ているとのことである78。
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d）海上における麻薬事犯の現状とその取締

大陸国で、国の南方にCIS諸国を介して「黄金の三日月地帯」や「黄金の三角地帯」といっ

た大規模な麻薬供給地域を有しているロシアでは、麻薬の摘発件数から見た場合、麻薬の密輸

には主として自動車および鉄道が利用されており、船舶を利用した海上／レートの摘発件数は多

くはない79。しかし、1999年1月21日カスピ海のアストラハン港でアストラハンーイランー

トルクメニスタンーアストラハン航路のフェリーでトルコから到着した貨物トラックの中か

ら220kgもの記録的な量のヘロインが押収される事件などもあり80、特に日本との関係にお

いてロシアの海上麻薬事犯の現状を理解するため極東・太平洋地域における近牢の事犯を以下

に三つ紹介する。

①長期航海漁船の漁船員たちの間に麻薬が蔓延していることを明らかにしたペトロパブロ

フスク・カムチヤツキー税関による漁船員宛郵便物等に隠された麻薬の押収事件であるが、

2000年末から同税関管内では、出航する漁船および輸送船に託された陸上の親族等から洋上

の漁船員へ贈られる小包（コーヒーの瓶、ビデオカセット、お茶のパック、タバコなど）の中

から麻薬（主としてマリファナおよびハシシといった植物性麻薬）が発見されるなど漁船員が

長期航海中に洋上で個人消費するためと思われる麻薬の押収事例が頻発し、同税関は2001年

1年間で、漁船員自身によって不正に持ち出されようとしていたものを含め、1kgを超える植

物性麻薬を押収したとのことであった（洋上消費を裏づけるように入港船での摘発事例は殆ど

ないとのことである）81。

②ロシア沿海地方でイラン人による沿海地方の港を経由して日本へ密航しようとする事例

が現れだしたのは1992年～1993年頃であり、1997年頃までにアゼルバイジャンおよびタジキ

スタン出身の沿海地方住民からなるイラン人の密航を組織する犯罪グノレープが形成され、ロシ

ア人もしばしばこの密航の実行者となり、沿海地方では1997年から2000年までに日本へ密航

しようとしたイラン人が146孝一検挙され、この際に約40kgの麻薬（主として生アへン、ハシ

シおよびヘロイン）も押収されたとのことである。これらの密航では、麻薬も一緒に運ばれて

おり、この密航／レートがその後に麻薬および武器等の組織化された密輸／レートに発展してゆく

恐れがあり危険視されている。こうした密航密輸事犯の摘発例であるが、2001年3月2日ウ

ラジオストックで沿海地方連邦保安局Ⅳ叩胡瓜Ⅶ肥¢CBm恥Ⅰ凪叩叩叩a鵬、国境

警備庁太平洋地域局（肋龍姐CI∝杷yロp此HHe¢HC）および極東機動税関

頂a皿HeBma兄OrIepamHa5ITam）によって日本向け出航準備していたロシア船

「軸e打」号で同船の船首部に設けられた秘密区画に隠れていた4名のイラン人密航者（その
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内の1名は不法滞在で国外追放された前歴がある）が検挙され、これを手引きした同船のボー

スン（甲板長）も逮捕され、その居室から8kgを超える高品質の生アヘンが押収された。さら

に4日後の3月6日にはウラジオストックの住宅で同市の住人であるロシア国籍アゼルバイジ

ャン人およびイラン人がこの密航に関与した容疑で逮捕された。その後この事件は、9月24

日新潟でのこの密航密輸グループの一員であるロシア人麻薬運び人（カンボジア船籍

Oaksw∞d号の船員）と日本側受取人である日本人およびフランス旅券所持イラン人との麻

薬（ハシシ6kg）取引の検挙に発展し、日ロの捜査協力の一例となった82。

③海外事犯として、2001年4月28日米国関税局（uS．CustomsServia）のP・3航空機

がメキシコのアカプルコの南500マイルで不審な漁船を発見したことに始まった米国沿岸警

備隊（USCG）によるロシア人2名およびウクライナ人8名乗り組みのべリース船籍の元日

本漁船「SvesdaMaru」からのコカイン押収事件がある。該船は、船上に漁具が見られず、

漁場でない海域を術回しているなど不審な行為を行っていたもので、最終的に2001年5月3

日サンディェゴから派遣されたUSCG監督官グ／レープが乗船した米国海軍誘導ミサイルフリ

ゲート艦によってサンディェゴの南1500マイルの洋上で捕捉、サンディェゴに護送され、数

日にわたる綿密な立入検査の結果、船内捜索に加わったUSCG13管区巡視船アクティブ

仏dve）号の乗員班によって同船の秘密区画から約12トン（26，397ボン的、推定で6億

料レを超えるコカインが押収された。この押収量はUSCGの歴史の中でも海上での押収量と

しては最も多い記録的なものであったとのことである83。

（4）連邦国境警備庁による麻薬事犯の取締

以前の連邦国境警備庁には、麻薬および銃韓など人以外の物品の不正な越境輸送、密輸の取

締に関して行政犯則法典上の手続権限および刑事訴訟法典上の捜査歌詞権限は与えられてお

らず、麻薬銃器等の密輸封牛の取締に際しては、旧1982年国境法第29条および第30条に列

挙された然るべき強制措置を取った後、内務省等の関係取締機関に事件を引き渡すことになっ

ていた。しかし、現行法では、1993年新ロシア連邦国境法がその第30条第2項第9号で「税

関機関が不在の場合には、国境監督に際して発見された国境を越えて運ばれる武器、弾薬、麻

薬、外貨およびその他の商品を押収する権限がある」ことを定め、新20q1年刑事訴訟法典が

その第151条第3項第3号で刑法典第188条〔密輸〕第1項（ロシア連邦税関機関不在中にロ

シア連邦国境警備機関によって押収された密輸品に関して）の犯罪について連邦国境警備庁捜

査官に捜査権限を付与している84。

連邦国境警備庁が警備する国境の中で麻薬取線上特に問題となっている地域は、不正麻薬の
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世界的な供給地である「黄金の三日月地帯（■－aM灯m政no叩Me班げ）」諸国［イラン、アフガ

ニスタン、パキスタン］、特に近年そのアへンが問題となっているアフガニスタンを背後に控

えたカザフスタンとの国境85ならびに1993年から現在もロシア国境警備隊が警備駐留してい

るタジキスタンのアフガニスタンとの国境である86。

連邦国境警備庁の麻薬取締活動については、その活動成果から見た場合、麻薬の押収量に関

して次のような数字がある。

1999年6月25日モスクワで開催された「麻薬のない21世紀」反麻薬勢力全世界会議

（BceMHPHh戒KOHTPeCCaHmHaPtCCmeCK托XCHJIl．BXXIBeKe鮎3HaPIくWHmBfT）ために準

備された資料によれば、この時期の年間麻薬押収量は60トンを超え、取締機関別のその内訳

は、内務機関が50トン未満（全体の約83％）、税関機関が8トン以上約13％）∴国境警備機関

が2．5～3トン（約4％～5％）であり、国境での押収件数および押収量は、それぞれ1996年が

1233件、6856．7kg、1997年が1548件、8451．9kgであったとのことである87。

ロシア税関の2000年密輸麻薬押収要覧によれば、2000年に税関機関が他の法保護機関

（ppm叩aHme皿払把叩mHもⅠ）との共同取締によって行った麻薬の押収件数は580件（税

関の総押収件数1251件の約46．亜）、押収量は3169．9kg（税関の総押収量8690．661kgの約

36．5％）であるが、その協力機関別の押収件数害恰は、連邦保安局（◎CB）とが3．28％、連邦

国境警備庁（◎nC）とが0．6粥、内務省および連邦保安局とが2．5粥、内務省および連邦国

境警備庁とが2．41％、連邦保安局および連邦国境警備庁とが0．17％、内務省、連邦保安局およ

び連邦国境警備庁とが1．72％、内務省とが89．14％とのことである88。

連邦国境警備庁の年次戦闘活動報告によれば、2001年は5903kg（取締幾関全体の押収量80

トンの約7％）の麻薬が押収され、その内の5452kg（92％）はタジキスタンーアフガニスタン国

境での押収であり、麻薬の種板に関してヘロインの量が2400kgにもなっており89、2002年は

4879kg（取締機関全体の押収量・94トンの約5％）の麻薬が押収され、4022kg（8魂）がタジキ

スタンーアフガニスタン国境での押収であり、麻薬の種類に関してヘロインの押収量が

2326kgであり、全酎こ占めるその筈蛤が初めて5鴫を超えたとのことである90。ロシアの自

国国境で押収された麻薬は850キロを超える量であるが、その内でロシアーカザフスタン国境

で押収された量は2001年の5倍強にもなる440kgを超えるものであったとのことである。

極東地或関係では、大麻の自生地戒が存在する極東地域局の管轄地域で自生大麻を収穫する

国境触或居住民の活動が活発化しており1996年から2000年の間に1トンを超える麻薬原料が

押収されたが、特に2000年には約370kgもの大麻が押収されたとのことである91。
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このように国境瞥隋を主たる任務する連邦国境警備庁による不正麻薬の取締は、麻薬押収量

から見た場合、法保護機関全体の中で占めるその害蛤は全体の1割にも満たず、しかもその内

の8割から9割がアフガニスタンータジキスタン国境におけるものである。こうした数字から、

アフガニスタンータジキスタン国境におけるその活動を除けば、ロシア国内において麻薬取締

に大きな役割を果たしているのは、これを主たる任務として十分な権限を有する内務省および

密輸取締を担っている税関機関であり、連邦国境警備庁については極めて限定的なものとなっ

ている。これは、これまでの国境警備では軍事的および防諜的な観点から国境侵犯という人の

非合法越境にその重点が置かれていたためと思われる。しかし、現代ロシアではソ連邦時代と

l鶉と会環境、国境環境が大きく変わったことから、国境安全保障における警備活動の重点も変

わってきており、正にこのことに軍郭勺処理能力も有する強大な武装警備勢力である連邦国境

警備庁の改革、換言するならば、その人的および物的な勢力の社会的環境および国家的課題に

合致した最適活用または再配置の本質があると言える。そしてその一環として近年限定的なが

らも麻薬を含む密輸犯罪にかかる捜査権限が連邦国境警備庁に付与されたものと思われ、同庁

は麻薬対策に関して内務機関および税関機関との積極的協力とともに今後一層の独自貢献を

求められているという状況にあった。

しかし、連邦国境警備庁（¢HC）は、2003年3月11日付のパワー官庁組織再編にかかる

一連の大統齢の一つである保安領域における国家管理の完全化措置についての大統齢92

によって大統額付属連邦政府通信情報局（¢AnCH）とともに2003年7月1日から廃止され

ることになり、2003年3月11日付の別の大統齢93によって連邦保安局第一次長のプロニチ

ェフ氏恥omeBB叩E叩OBm）（国境警備隊勤務歴25年）が新たに臨時の連邦国

境警備庁長官に任命され、7月1日以降その機能はその勢力とともに連邦保安局（¢CB）に

移管されている94。このパワー官庁の組織再編にかかる関連諸法〔国境法、連邦保安局機関

法（◎eJPPa皿Hも戒3a和昭［Or3a叩e几兄1995ⅠⅦaN40・03■一06叩mHaX如卿PanLHOfi

∽yH6bI良治∝mm∝mBP∝Ⅲ戒∝0歳¢印印岬H一つ、刑事訴訟法典、行政犯則法典およびそ

の他〕が2003年6月30　日付で改正され95、新しい連邦保安局規程（Hα汀00ReHHe O

◎印印a皿m故叩由良mmP∝血痕¢呼野p叩）が2003年8月11日付けで

制定されたが96、連邦保安局国境警備組織に関してのその改正規定等の内容は基本的に組織

再編に伴う組織名称等の変更であり、その監督権限の大幅な変更等は行われていなし㌔しかし、

連邦保安局の国境警備組織の将来像に関して、7月1日から引き続き連邦保安局の国境警備業

務組織（rIorpam弧qy）痛a¢CB）〔国境警備機関（mIPaHHqHも把qPraHもdおよびその
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管轄下にある国境警備軍（m叩aH椚馳把BO鎮C仏）〕の指導を委ねられたプロニチェフ連邦保

安局第一次長は、今回の組織再編は連邦国境警備庁組織の機械的な取り込みではなく、移管さ

れた国境警備勢力は連邦保安局の国境警備業務組織として将来的に軍事組織（BO丘cHORa兄

opmHH3aW）から特殊業務組織hIe叩a皿Ha兄uTy3E6a）へ転換されることになるだろう

と述べている97。また、ニコライ・バトルシェフ（HⅢ《yIa羞Ha叩yI舵B）連邦保安局長官は、

8月4日ロストフ・ナ・ダヌー市の南方連邦管区大統領全権代表部で行われた国境警備組織再

編問題にかかる会議において、同局の国境警備組織は越境犯罪対策の特殊業務組織

血e叩a皿Ha兄∽さⅦ6a几Ⅷ鮎ph6ziICTPaHCrPaHHqHO放rq）eCryITHCm抑）として構築され

ることになるだろうと述べている98。

〔注〕

1cm：〔浪）pHI41（渾お叩Ⅸ卿叩B，00rUnⅡ妃m戒Hm‡＝矧皿騨鴎aaRTmrmCCCPc

孤叩mm間皿．M．：Me叩Iap．Or批正把HI班，1970

2C随：伍〕pHHX辟軸叩Ⅸ刀PrDBOPOB，00maIR瑚丑HHnHヨe玉江叩包乱打Ⅹ円eHHもⅨCCCPc

ⅢIOCrPamrtXBqaPM．M・：Me叩Eap．0ⅠⅧ）Ⅱ把ZH杭，1981

3CM．：C60PH孤Me間HapO押ⅠもⅨ月Prt）BOPOBCCCP，MoCKBa，1994

4C敗：恥岬aJbd3amH”0叩叩HⅢln感kIの丘Oe渾paI叩Rrb叩1972叩0

m叩aBRaXXE押IHO最mⅢ癒H叩HOH叩m印e脚Ⅸ1961叩a－’

地軸鱒dma．m／Ⅵew比ml殉＝10863＆1＝1

5C軋：Oe押paJm随感3aHDI OT8圧印乾坤収1998T．n3－かMo HaPmm q喝叩Ⅰ℡aX H

mmpoⅢ払Ⅸ別川砂町税正一kH3MeHeHH兄MHl汀25HM2002r．）．

httDJ／zakonkuban．ru／ndl／3伝・98・．Shtmi

6C池：nbpetcHもHapHロmq喝叩，rK3ZXUrPOⅡⅢ瓜ヨeⅡ鱒仁旺‖江HX叩e耶氾B，叫町肥XaI叩Ⅸ

m叩B肋痕◎e押p叩．毎鱒叩押　mm　Ⅳ躇H舵Ⅰ和弧mmmnⅠⅥh汀aOⅧ概況

1998r．N681）httD湘乙akon五uban．ruhdl血ロ、681．htm

7CM．：B．B．Bo几誰把耶ⅢOm瓜m押Her（qacTh3）AHaTmeCmem

h仕D：仇はdヱOnVVSu．ru血n錨地bw a．asp？id＝230

8C施：¢印印邸皿晩成3aのH OT　蛤Ma兄200l n N62－03tりp軸Ⅰ仏H胱ⅠⅡ卿d

Ⅷ間　EEⅢ躁HⅡ鴫　mm E HOH卸間卿Ⅹ印pB OTコp∝ⅡyIⅡめ立脚Ⅲ血－．

MP∝Ⅲ感旧隠見托捌汀aM姐31Ma兄200lr．，NblO3（2715）．

httDJh狸Juk）ficiaM∝Jfederalzak／62F3．shtm；httD：Nwww．reLSCn．ru／3210．shtmi
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9この犯罪収入創封ヒ傭朝対策連邦法位002年10月知日現在の改正規定）は、具体的な対策捨置

として第6条第1項が「鮒万／レープ／城u二の金銭資金またはその他財産の取引が強制監視の対象となる」

ことを、同法第7条第1項第1号が「金銭資金またはその他財産の取引を行う団体は、当該取引きを行う

団体でサービスを受ける者の同「人確認を行う義務」を、同条第2号が「強制監視の対象となる金銭資金

またはその他財産の取引に関する情報（取引内容、取引日、取引金額、Ⅲ関係情鞭等）を文書記録するお

よび権限ある機謁へ遅くとも取引日の次の労働日に提出する義務」を定め、第13条がrこれらの違反に対

しては団休の認可を取り消すことができる」ことなどを定めている。C軋：¢e膵p鋸払Hも戒3aHOH：OT7

通叩2001ⅠWNl15や3MO叩叩血mHH鷹琵皿3aq群Ⅱ血血刀PXO押ち叩eHmⅨ

rpemyⅡ払IM巧円℃㌦．－■P∝CH丑cHa兄Ⅰ唱8eTaH姐9a8Ⅳm200lr．，沖152（276劇．

http誹zakon．kubanJuhl鮎が2001－4／115色－01・．Shtmi

10脚こついては、麻薬中毒者に急激な精神障害が生ずることから精神科医師による症状の確経

がなされねばならないとされている。C軋：‰MM∋王mpE曲ⅩⅥwIO認OMyI叫鱒Ⅰ∝yW／m叫脚

IOn．CeBePⅢIa．－M．：町p叫．JIqr．，1980，C．25．

11C軋：Haytmo・rq）ameCI朋丑ROMMeHTaPI戒RI叩eI∝温MPooc感知最◎e月ePa叩．

httD：〟www．hbrarvlbv／dataJOO4／004／34．htm

12Ck：Be脚コⅥBepxoBHOrt）ComPC◎CP，1987，N927，CT．961

13ロシア共和国19糾年行政反則法典（第亜射以前の規定としては、「麻薬中毒対策の強化について」

の1974年4月訪日付ソ連粍最高会議幹部会令の第10条があり、「医師の処方なしの麻薬の使用は、行政

手続きで辣せられる餌ノレープ／レまでの額の罰金を伴う、ただし連印構成共和国の汝令によって刑事斉任が

規定されていない場合」ことが規定されていた。C随：y由3恥抑凪B印Ⅹ飽mq）㌍TaCCCPm・缶

arpeJu1974r．“06ycwnH王Ⅲ60PL6HCEapIのMaⅢIe釘．CBOJ13af的HOBCCCP，TOMlO，C．573．

14C軋：臨押脚旺触碓坤0繹払Ⅸ押Ⅰ叩mBP¢Ha軍ⅩOBmm〔bmI）申，1991，N竪52，α．

1867

15C旭：Oe押paJnHE曲3a∝瓜OBHeCeHⅢIH3MeHeE旺痕ⅡβPrmHH丑ByIⅦOBHO－rq氾工騨町aJm瓜戯

王叩糀　PO¢CPIII叩糀　P朋把P o6　印卿肋斑甲mm以Ⅹ　叩a恥H叩yⅡHH肛　¢和Ⅲ班で

n叩pCTBeHm最加0最12（如pa朋1997r．）h：〟ww．akdi．ru／d／rcckt／079158GD．SHTM

16C軋：－，P∝撤去MnDeTa一一，2001，N256

17C軋：3am聞H刀肥rhmsmro m仰eTa m HDHTPm HaPmmROB np法M3ccCP c6

m恍舵皿mX恍玩皿皿肥“相即Ⅶ恥mpaaⅣ旺pa椚m刑珊相野mm北拡騨卿町血鱒y識把ⅡEuXB

He3a‡くOHHOM叩HIⅢmH臆阿肥．Ⅰ和m治H肥R卿m叩3aOe渾述Ⅱ動江口αコWⅢHOmMTeTaI幻

抑叩叩HaPm叩EM3ccCPcrr25画1987Il，Nb9．α叩HⅡR3amⅠ脚払ⅨH

月pyTnHOPMaTHBHもⅨamBO6qp虚ecHaPmMaHHe払MB月Ⅳ汗，MocEBa・1988，で．28－29

18C軋：C岬a兄如3aKmeHH最rLmm伽mTam‡の班叩OJⅢO HaPmBC6
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α傭皿RHeb王申yTmH（X血叩yT正弘IMPa3MePaMm　王∝汀召HaP蹴mm虻ⅧⅨqeJ町喝

mⅧ叩仰mⅨH旺Ⅲ部将敵呵Ⅶ叩X BeⅡ叩C6耳叩）ⅦeHHもⅨB He3a王のHmM R間HI血HJH

毎払o mmlOHXm兄200lr）（乃血Ⅲ鰐α折鮎か巴だ設題肥紀血圧だ・巧mm

詣喝昭闇斎ノあっⅦ髭か一口月脚Jか叩叩遁ノ」Ⅴ丘錮αrJZJgJ勝．Ⅳ朗々βづ貯αr

彪J27朕’」Vj彷伊タ7αr劇と竣J‘汐方JVβ首相70㌢と社と裾J戯拐●一Ⅳ威労タ7βrJ皮と裕Jj汐方JV身拓Wαr

α乙JgJ鋸7方」Ⅴ淵・ガαrJβαまJ勝．Ⅳ櫛ガOrj盟βZJ勝」Ⅴ離αrβZJd7度娩’。Ⅳ捌炒一対の・

彪J27座視‘」Ⅴ此汐αrJd収まJ盟娩’。Ⅴ伊翫汐αrα．J2J座視‘」V‘撒汐αr盟α夏J座視－JV朗αr

αiαえ励α。Ⅳ〟乃唆α〃orJα卯．』αけJVj雛形ゼαガの▼α丈αえ必死冴∴Ⅳ戯毀「蓑か上田・JaβZgα畑

httPWwwwlbuBinessDraVO．ru／

19C軋：Ⅰ五闇胤蹴胤ⅦHHerh3HyMaBepxoBHOIt）qy脚P∝癒純益¢e押PaPOで27a工耶湖1993耳

N2”0印画HO点呼aKryZHrZOり寧IaMO叩叩把HH兄Ⅹ，CZ3兄3aH弘ⅨCHapm皿甲e軸

皿皿印画肋間Ⅶ叩M日日岬灘mMm附坪m親戚■bpe脚mOR聡HI rr鹿町Ma町21

JPm6pSI1993r．Nll）httt）：〟wwwISuDCOurt．ru／1位ameS．htm

20C軋：rLmR乃eHHe rLTnHyMaBepxoBHOIt）q間POoT27Ma兄1998rlN9日0両‡沿最

IlpamIlO．嘩汀【aMOI申e叩mE托冗Ⅹ，CR冗3aEHもⅨCHapI∝汀ⅥⅧEq脚瓜もmpq叩

CmMq準最叩間H即pBm舶KBe御感lhttD：Nwwwsupoourt．ru／地ames．htm

21C随：RmMe印脚m叩HMe詑珊OCIⅢe最ymBHOIpⅠ岬靴a n感kIの最加押paエ甲叫

m醐m3aI畔叩HI生見，CBm C鱒apmX旺MH（坪間

刀肥ⅡⅩ叩氾ⅡEuME，耽瓜叫押如呵岬Ⅰ叩雌圧印pm腰刀e江申Cn駕仇伍王．姐御瑚如

22CM．：払rt）MDJIOBBB．rIepe斑にB60PL6ecHaPIのMaHHeii．

httD血adzorlVVSu．n血血睦how a．asT）冤d＝17

23CM．：rbopIⅥ丑3aqyJmB60pL6ecHaPIのMa王Ⅲe最HeTJIerⅢⅨPe叩Im）B．

h仕p：仇VWW．narkotiki止llb∝）mmentS3558htmi

24麻薬関係犯罪の摘発件数は年を追うごとに常に増加しているが、摘発件数総数の中で現行刑法典第

2訪条の犯罪の占める割合は平均でほぼ9割である。さらに、第2訝条の犯罪の中で第1項（販売目的なし）

と第2項～第4項（販売目的あり）の犯罪の摘発件数の比率も19舗年から1朔年までの内務省の資紬こ

よれば、平均で前者がほぼ8割と変化がなし㌔1泊0年は麻薬関係犯罪の総摘発件数が1万6255件、第228

粂違反が1万3朗6件趣3．9％）、その内で第1項違反が1万2鋸7件（鼠7％）、第2項～第4項違反が15関

件（11．7％）、1995年はそれぞれ7万9凱9件と7万2457件馳8％）、6万1009件（鈍2％）と1万1相

伴（15．8％）、19鍋年はそれぞれ21万63別件と20万56鴨件防0％）、16万車娼5件胞0．0％）Jと4万

1121件位0．0％）だとのことである。C鳳：megdDmg馳血h晦Fhal鮎匹止地元Pk血

InstituteforForeignandIntemationalCrimihalIJaW）Freibwg，0血ber2000

http：〝ⅣWW．unOdc．orehlSSiahnkepOrt2000－10－311．html
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こうした状況を反映して2001年に麻薬不正取引に関係する犯矧こより12万8000人が有罪判決を受けて

いるが、その内で現実の自由剥奪の判決を受けた者は4万7000人（全休の1／3）にすぎず、しかも1／5

－は刑の最低限度以下であり、7万55仙人は執行猶予付の自由剥奪刑となっている。CM∴恥m叫

npe3町野MaI■玩00貯mO∝mHMepaXrTPOTW勤ⅦamOyTmPe6血四七OHaPHmmM正打抜HX

HeaamrmMyOb（叩maRp血e負rpyrmnxmmmBOrP∝aM6叩戒血cHaPI∝mm鎮H

a皿のrt）JH3MOMHMepaMHOeeyCⅣ椚Ⅸ扁httDJfDreSident．knenJin．ruhextJdocd200飢泊侶0599・Shtm1

25ChL：B．OcⅢ‡3amHqaTtLTmd5crrmfm3aHe3amⅢ払戒卸HaPmBB

P∝CⅡ班HrlPamemrq）加eHeHH乱10．02．03httD：〟扉wwnarkntiki．rubcomm甲臨5363．htm1

26こうした状況に対してロシア安全牌障会議（仁淀賀汀毎80mmP◎）は、内務省、国家税関委員会、

連邦保安局、連邦国境警備庁に対して2001年の終わりまでに麻薬売人および麻薬ビジネス分野で活動して

いる組織犯罪グ／レープの摘発、これらの者の活動の防止および阻止に関する施策が非効率である原因を分

析し、総合的改善措置を立案することを2001年9月21日付「麻薬不正取引および麻薬中毒蔓延対策にお

ける国家政策の完封ヒ措置について」の決定（第11項）で定めていた。C軋：PeⅡ把H耽mBem肋m

OT2loeH¶痛pSI2001rl一一OMePaXI70∝）BePIHeHCrtX）nmrOqⅥa叩配HHO最mzIC腹pe鮎ptBLI

CHe3a封批正mmH応opmt）MHaPlmBHpaCITPOCIpaHeHHeMHapHOMa皿BCrPaHe一●

h仕P：仇ⅤⅥWnarCOm．ruAaw／svstem／26．htmi

27ChL：rbIⅡ亀30MMBnPcKXmもrITCPq¢CBPooコ覆ほ，¢nCPoo四旺以：Crr7MaE1998rlN

2朗招2駅04佗170∝喝呼m牒Ⅰ叩aMe叩HI幻mⅨ泊壬m町準血汀BH兄B卸間eHH兄

He3aJa）mOmO60pmHaPmB鱒pHMBnPo∝HⅡharIPa月aXyrlPa且汀eHH兄）

httT）：仇vwwage血a．ruJtext／docs低b／docsMarkotiki．txt

282000年4月訪日の国家会議朝会でのコズロフ但劇肋B）内務省第一次官の発言によれば、上

記麻薬不正取引阻止分野酢滞柵封詞林部軋1泊9年にベラ／レーシ、カザフスタン、ウクライナの法保

護機関と共同して6回、アゼノレベイジャン、カザフスタン、中国、リトアニアとの国剋こおいて単独での

4回の大規模な麻薬密輸静誹　作戦を行ったとのことである。また、最近5年間胡観削蜘ま顕

著に増加しており、専門家によれ楓その実数は300万人を超え、逮捕される麻薬クーリエの出身国は鋸

カ国にもおよび、1矧）年にはロシアで21万6000件を超える麻薬犯罪が摘発されるとともに、金額にして

約瓢卜億ルーブル、鮒トンを超える麻薬、向精神薬および劇薬が押収されたとのことである。C軋：

0托HOrPaMManTnHaPHOIt）卿mqyItaPCrZX！HHO最ⅣM王正P¢．28arpeJH200瑚ayipeHHee

3aCe渾l王Ⅸe．httDyfwwwakdi．ru／gdfplen z／2000／S28・04u．htm

2，9CM．：B瓜R訂Ⅰ椚eB，ruL C6rpymB，A且CepreeBPaaBm HaPWhnHH HHe3a拙H飽rO

O60PmHaPmBBP∝CIⅨ，29．01．01httD〟耶WrnrCOm．ru舟a代ntS／adtJ8．htd

30　ChL：yh3rbe3Wm PoQndcm最¢e渾paI岬E Or24cem＊SI2∝腋r．Nl（髄lり

00月epⅡ記mm rOqⅥapCTBeHX）rD yqaILTnH光江B dJIaCIn npO任mW血コBH兄He3a王のⅡⅨ叩
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060pOTyEaPmeCIqtXCPeJmHnCIⅨOTPOnHもⅨBeI畔CTBH

h仕D：〟町ⅣW．rgruん血血〟d∝触az〟1068．shtm

31第188条に関しては、税関機関および連邦国境警備庁（第1項の犯罪の陸封ならびi漣晒安局（第

2項～第4項の犯罪の取調）にも捜査取調権限が与えられている

32　C軋：yⅨa3　rTpe3qZPm：陀〉　orll．032003　N　3鵬　t‰Ⅰ卿瓜　00BePE把mBaHH兄

rtxy押pCI聡HHOrt）yTq）aMeHI慣B貼戒cIの鎮Oe渾PaP一■．0Ⅰ画工mBa上LB”Poadcm戒ram”oT25

MaPTa2003r．Nb55．httDJ／domerrt．kremiin．ru／

33C札：1取ガ正江Ia兄TP兄感■He3am椚eH乱蜘HaEane鱒卵HHa兄二ra3eTa一m■一：12MaP

2003．httD〟椚WutrO．mノa∫也cles／2003／03／12／132413．shtmi

34チェルケソフ氏は、プ」チン大統領のペテルプルク人脈の1人で、レニングラード大学法学部の同窓

生でもあり、同大学卒業後旧KGBに勤務し、1粥旧年8月27日から連邦保安局第一次長を、2∝旧年5月

18日からは北西連邦管区僻全権代表を務めていた。C姐：睡喝叩昆qynⅢ乱m附も肌，

N942001．httD：〟wwwhoiswho．n血ssian／Cumom／42001血utin．htm

35C軋：yI胤3匝押HTa押仰11．03劇3N314－℃叩脚把叩町制mTa

P∝臆の最伽押p叩H m mI叩祖（ふ叩M H叩m円肥CKHX q）卿H叩HmⅨ

BeⅡ叩一一．httD：〟doment．kremlmJtJ

36同国家委員会には法保謝幾関として機動探索指動bIl印皿・p乱繁劇m兄押∬柁皿虻にTb）、行政

反貝挿続、捜査および取調などの然るべき権限が与えられ刊＼る。C軋：y血町野町野mp¢併6H抑H兄

2∝旧r．N624日払叩Ⅰ蜘HHOmm刀旺旺TeIa旭丘¢印印叩Imm叩温

和JmM H叩m q脚H叩Ⅸ叩＝恥H肝押印蛤皿0両B
HPoccIl丑cIの最ra3eT℃一一oT－11ⅠI H兄2003r．Nl12

httDWwwwdDC．rukararrtnewshews．Shtml？2003伯6／11〝1

37　C敗：yma　匝押m p◎　一一（X y叩準HIⅢ　叩　卯皿Ⅲmm痕　B皿m

H訳aJn叩m B叩ⅧaX m mm叩過如Ⅰ王叩m卿Ⅱ

ⅢmpOnHもⅨ舵Ⅱ吟mH∝貯叩Ⅱ坪Ⅸ訂m止脚MCneI騨a皿HもⅨ3Baエロ覆好一

htb伽血）SVe．ru凪oc奴11血zO28．btm

38C軋：Oe押Pむ工bH五戒aaHD硯【Orr30．髄m3nI屯86一◎30BHe伐HHHHaMeHeHH最HJPmI孤戒B

He蹴rIqPE恰aa皿H叩騨IeJⅡ皿肥am PtxrHiicmii OeFPpa即ちⅠpm yTPaTⅧM CkUTy

耶払Ⅸaam叩払ⅨmBR血痕¢明印間卿Ⅳ把HIⅢ御仏Ⅸ呵paIm戒

∝汀p脚aM叩nmOBⅢ押HHHX桝OpmHOBIⅢ叩姐如H叩m脚H

Ⅷ叩nmⅨ斑Ⅱ甲汀BH押印叫平皿払仏Ⅸ如叩阿皿弘Ⅸ叩ⅠⅧBmm加最叩EBCmC

∝γⅡ町即把ⅠHeM二MePHOCOBePmeHCrBOBamrDCyPPPCmⅡHOmyIlpamH王l軋

httD〟wmだ血Bdal／docmbderalzak侶6－03．shtm
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39　C敗：0　qX汀0皿征圧　H M印aX　卿問罪おrE肌叩叩6血盟江O H叩m HIⅨ

He3aXOlmOMyO毎叩y（元町Ⅰ叫pa払。e最rpyrmnxmmm恥np∝aM鮎ptBhICHaPmMaH舵最H

aJⅡのmJm3MOMHMePaMmeeyCHJIeHHX）httD：仙resident．kremlmxtJtx！XtJdocs／2002何針30599．shtmi

40C軋‥BeJPhmOLeaPH脚Ⅸ押rDTrmft闇血Ⅰの丘Oe押p弧叩日石鮎pxoBHOm（通読

P∝感km最¢明epa叩H．1993．N932．Cで．1265

411995年～1997年連邦麻薬対策プログラムは、プログラムの仕様書によって拓1億かブル、予算淑こよ

って575倣いデルの資金分与を行うという連邦予算からの資金調達が計画されていたにもかかわらず、結局

のところこの資金が分与されず、国にとって極めて必要とされるプログラムの大部分が履行されないまま

放置されていたとのことである。C軋：ARCbpIVeB Co叩eMemI皿p叩Bfk血最

¢eJPP叩H，Ⅰ甲OnmeePaaBmHOCHDHはHanpaRneHH兄rpOTq政汀BmH甜DE叩Ob

HaPmBHaTIOyTIOTPe6∬eHmOWh仕p：仇vww・namOm．ru／ideas／socio／40．htm1

42C軋：rI卿珊鼠neHHeI和皿mPOoT3Ⅷ1995r．N542日0如渾Pa皿HO最UP肥30最

叩0IpaMMe　一一m朋Ⅳ矧和弘把】鱒puI叩間軍政汀E比兄　aⅧ叩画Ⅲm H叩mM H HX

He3aROHHOMy虜叩0町Ha1995－1997Ⅰ印画－

httD：仇vwwだovemment．ruhomdocdindex．htmineiと巨511

43CM．：PacrIqPSDEeIHeIlpaBmmP◎oT13aBrym1997r．Nl128－p

httD：仇FWWgOVemment．nJnomdocshdex．htmlmeid＝511

44ロシア内務省が発表している「19閑年～2001年連邦麻薬対策プログラム実施報告敦によれば、同

対策計画予算5億1627万ループ叫こ対して夷熟こ予算化されたのは3億3300万／レープル（1開9年400万、

2000年糾卸万、2恥1年2億堪70万ルーブ両であるが、用途指定による資金供給が行才据国家発注

省庁が資金支援しなかったことによりプログラム施策は十分には実行されていなかったとのことである。

C軋：C叩aLBn O mm皿膵勘【如椰PaJm狐最IIP刀eBO最　rmaMmⅢ正’％MIDlem］鱒pもⅠ

PpO任Ⅷ坪惑cm祝am叩画H□0月忙中mM H HX He3am江田勺r q句匹Iy Ha19渕－200l

rdl．MBnP∝CHHh：〟wwwantinarc．ru／33302．shtm1

45C軋：noc陀皿mm餌Ⅰbmn血痕㊥明印aI間町9（驚Hで痴叩1999間NlO勤

か卿pa汀もHa兄Ⅰ卿把B弧叩aMMa一間0和服別C皿胎児弾＝聯Ⅷ叫画如肌Hm耶叩頑加H斑旧

H叩ⅣMHHXHe3amHHOMy虜op叩Ea199針2001m画一

httDJhpvem皿ent．ruhomdocs／index．html？heid＝511

46麻薬、向精神薬および劇薬の医療外使用に隈垂して医療施設に援助を求めてきた者の数は、1粥年が

諮万9007人〔18歳までの者5万訪閑人（14．硝）、18歳から卸歳までの者㌶万亜0人帖1．魂）、卸歳

を超える者8万59縛人亀城）〕で、麻薬中毒と診断された者は19万別95人であり、1万1∝旧人以上の

未成年者が「麻薬中毒」と診断され、19閑年までの5年間に未成年者の麻薬中毒患者は5倍になった

医療援助を求めてきた者たちの使用麻薬に関して、以前には基本的に植物原料（ケシ、大麻）から手工
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業的にまたは半宇工業的に製造される麻薬を利用していたが、最近は高濃縮麻薬（ヘロイン、アンフェタ

ミンおよびuDその他の幻覚剤）の使用が増加している。

麻薬、向精神薬、慶慄および幻覚物質と関連した犯罪の登録件数に関して、1約9年は21万63朗件であ

ったが、麻薬の不正な取引に加わった犯罪者の大部分は、18歳から卸歳までの年齢の者であり　¢5．粥）、

麻薬犯罪を行ったの者の3人の内の2人が働いておらず、学校にも行っておらず、女性の参加率が高くな

っており（1亜以上）、外国人麻薬犯罪者の割合が増大している侍．亜）とのことである。C軋：AR鎚pI恍B

Co印eMeHHa刃：］KaP叩aP B n血痕◎e押pa岬叫　rqm ee Pa3Bm H∝HOBHL把

HarPaNleHI班叩OTTq血コ℃H兄　HeaamHHOMy卸町HaPImB H乱Ⅶ叩pe如eHHX日和雌

htt：〟www．narcom．ru／ideas／S∝io／40．htm1

47ロシア内務省の資剛こよればロシアの犯罪共同健招乃000を超える舶織グ／レープ（如ⅧOBam

叩ym血）、集団毎）yIⅡ叩B血）および′j、集団扇町Ⅸ舵6血、総員数が約10万人という組織陣容で

1閑9年を迎えたとのことで、これらの中には麻薬を生業とするものが多くあるとのことである。C肱：

rbrT10atJpaamHaPI《差叩a叩mBPbm．yBHOHyBRmthttD：仙amtic鹿braS．ru／1．htm

2（X旧年10月に発表されている国連薬物統制計画（mCP）の「ロシアにおける不正麻薬対策最終報

告書」では、現在ロシアにはほぼ6万人の活動員を統合する約1万の組織口罪グ／レープ（ねⅠⅦ和従犯部氾Ⅱ払把

np∝IyI皿把耶Ⅷ扇が存在するというロシア内務省の数字が挙げられている。C軋：megdDn喝取a血

inRusdB，酌Ⅰ血Report（MaxPbndkInBdtute払rFbreignandhternahnalC血血al扉Freiburg，

Ocbber2000蜘
繍ヒされたよく秘密が守られた国際的結びつきを有する犯罪組織が麻薬の密輸においてますますその

真価を発揮している。こうした組織で主要な役割を演じているのはアフガニスタン、ナイジェリアおよび

その他多くの国々の出身者である。ロシアにおいて麻薬と関連した犯罪により逮措された外国市民は鋸カ

国に上るが、極めて牌こ摘発されるのはタジキスタン、アゼ／レ∨ジャン、ウズベキスタン、ウクライ

ナおよびその他CIS諸国、ナイジェリア、リトアニア、中国、アフガニスタン、ラトビア、カメノレーンの

麻薬業者だとのことである。Ck：AH．臨pI℃eB Co嘩治MeHE弧HaP叩B P∝血最

¢e押P叩，叩On103eep弧甜TH兄ⅡOCヨDH腿Harq）aⅣ把HR兄IPOn和独He3aHDEmMy虚叩汀y

HaPmIのBIIanqyItOTPe6JIeHHX日和MHht：〝www．narcom．ruhdeadsocio／40．htmi

ロシアの麻薬市場では外臥による麻薬の不正取引飼育酎ヒしているが、ロシアへの偶葵攻撃」が外

国人よってのみまたは主として外臥によって行われていると考えるのは誤りであり、麻薬と隈毒した法

違反で逮捕された者の掛も87．為がロシア市民であり、12．鈍が外国人または無国籍者だとのことである。

cm：口匹m00upmE叩皿ya王平ⅢB貼臥yBHOHy町皿圭些細

48ロシア麻薬市場に占める外国産麻薬は約5鴎であるが、モスクワ、サンクトペテルプ／レクおよびロシ

アのその他の若干の大都市および産業中心地でのその割合は8鴫～9鴫に達しているとのことである。

密輸麻薬の中でアヘンは、基本的に「黄金の三日月地帯ぐてお皿爪痕Ⅰ両り」諸国打ラン、アフ
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ガニスタン、パキスタン］から持ち込まれており、ヘロインの圧倒的大部分もこの地域から、第一に、パ

キスタンおよびアフガニスタンから送られてきており、特に不安を呼び起こしているのは南部国境、先ず

第－にカザフスタンとの国境の状況であり、ロシア連邦とカザフスタンの国境は事実上中央アジア諸国と

ロシアとの国境となっており、1約8年～19約年にこの方面においてヘロインの8鴫、ハシシの8鶴、アへ

ンの釦％およびマリファナの53％が押収されている。別のアヘン、先ず第－にケシ藁およびアセチル化ア

ヘン（由叩班Hも】丑om痘）の大部分は、ウクライナ、リトアニアおよびベラノレーシから入ってきて

いる。

アンフェタミン、メタンフェタミン、エクスタシーおよびuDといった合鵬ま、ロシアの西部およ

び北西部地域経由でオランダ、ポーランドおよびドイツから運び込まれている。

コカインは、ラテンアメリカ　的レ一、ア／レビンチン、べネズェラ）から直接にも、第三国経由のトラ

ンジットでもロシア領内に入ってきているとのことである。

C池AB．CepIでeBmqeMeHHa兄HaPXqaI平はBn氾血最¢e押Pa間叩Or招08eepa3E肛朋rZ

OCHOHも把HarPamIm兄rPOTq加班maaROHW輌HaplmBH叩mpe蝕eHII拍

孤瓜．http〟Ⅵ叩門札narCOm．ruAdeas／socio／40．htm1

49ロシアの非合法麻薬市場では、強い麻薬、特にヘロインおよびアヘンがケシ藁およびカンナピノー

ル系の麻薬に取って代わる方向での変革硝熟、ており、合成麻薬、特にアンフェタミン系の覚醒剤の比率

もますます増大している。しかし、不正取引においては従前どおり植物性麻薬が優勢である。先ず第一に、

アヘンおよびケシ藁（ケシ藁からアヘン溶液を抽出しての注射による利用）ならびに大麻系の麻薬レ、シ

シ、ハシシオイル、マリファナ）であり、麻薬所持者の逮掃件数でも植物性の麻薬が絶対多数である。植

物性の麻薬の中で最も間蹟となっているのはアへンおよびハシシ・オイルであり、これらの麻薬の押収比

率は近牢常に増加し続けている。不正に製造および取引される植物性格こ関して、その最も手頃な原材

料は野生の大麻であり、専門家によれば、ロシアでは100万へクターづ城人上の土地に自生しており、生育

面積が広いのが、シベリア南部、極東、北カフカス地域であり、特にこれらの地域の野生大麻は麻薬瀞性

度が高く、必然的にアムーヅ巧軋沿海地方およびクラスノダール地方において押収される大麻の量も極め

て多くなっているとのことである。C軋TaM認黒．

50内務省によって摘発された密造所の数は、19鋸年が亜5カ所、19媚年が1117カ所であるが、その大

部分での麻薬馳渦台的なものであり、アへン溶液や′、シシまたさか、シシオイルような麻薬が造られて

いた。エクスタシーような合成廃寮の製愚もオランダ、ポーランドといった外国から持ち込んだ方が安

いという価格上の問題もあり、化学技術関係の学者や学生等が関与した事件の件数は少ないとのことであ

る。C軋：nkgalDrugThdeinRusSia，nml軸（M弧PLanckInsdtuteforForeignandInbmadonal

Crimiml加）Freiburg，Octbber2000httDJFwwwlunOdc．ordruSSia／e血DOrt2000・10－311．htmi

しかし、不安を呼び起こしているのさも合成麻薬〔エフェドリン極印血）、メタンフェタミンhepE即旺E

［ヒロポン、俗にme也鱒d］）、フェンタニル（鹿町弧血）〕の密造所の存在であり、1999年2月には
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以前には不正取引で遭遇することのなかった麻薬活性度がヘロインの2勤倍～300倍もある棚薬

エトニタゼンbTOm胱E）［麻掛こ関する単「条約付表1］の密造所が摘発されているとのことである。

C軋AH．αpreeBCo可把Me王正妃兄HaP叩Zln血痕¢eJPpa叩埠ppOmmeepa3Zm茸

OCHOm腿Ha叩aZmHIは叩OTHW血コⅦ兄H伽ⅠⅡmMy伽IyⅡapmBH叩Ipe血eIⅢm

m．httD〟椚Wnara）m．n班deaSゐoci。40．htmi

51連邦予算から3年間に総額で16億6100万／レーブルの資金が供給されることとになっているが、加悦

年7月1日現在で分与された予算は1億砿娼万／レーブ／レ紅の2年計画予算¢億32卸万／レープ両の2醜）

であり、予算の配掛こ遅れがあるとのことである。C軋：加m叫叩朗間MaIlm託TaO∝X江ⅧⅡ

MepaX刀pm祖揮血汀BE仔∽WImpぬ偲王ⅢⅡO H叩m耳拡斑m町如y血糊耶

pa6otIe丑rpyHⅡuI「血00mrIOBO叩池M6叩戚uCHaPIのMaH拭惑HaJnOrtuHMePaMInee

ycmHEX）h仕p：uDreSident．k陀mhn．r血xtJd∝料200別）9侶0599．Bhtznl

52C札：口昭ⅧOmeH舵IlbaBmPOor23見川鮎甲兄2002nN44’10如押paJd叫訂正加点

叩0叩aMMe t馳MⅣ記HCm M肥pもⅠⅠ甲∽間加班　画ⅠⅢⅢO H呼m肌　Ⅱ　EX

HeaaIのⅡHOMy（応op叩Ha2002・2004ro仲で－

httD伽印Vem皿ent．ruhormdocdindex．htmlneid＝511

53未成年者の麻薬乱用は、1鍋8年の未成年者10万人当たり178．2人をピークに減少傾向にあるとのこ

とであるが、12歳から22歳までの者の中で少なくとも1回麻薬を使用または試してみたことがある者の

割合は448％（約4餅）万人）〔1回～3回麻薬を試してみたことがある者は霊．6％（約250万刃、2週間

に1回以上1逸聞に1回以下の麻薬依存者ではないが危険者が14．3％約160万人）、毎日または一日お

きに麻薬を使用する麻薬依存者が7．誹＝伽万人）〕にもなるとのことである。C敗：抽御仏

n氾∝旧eTa O　∝XⅦ　斑　鱒paX npm叫鱒肋腿　叩画血HEカ　Ⅱ叩m皿　Ⅱ　Ⅸ

H甑DHmMy軸〔叩く叩m叫p威か妃鐘叩ymuIhmm船脚6叩慮MCH叩Me最E

amK）rDJmMHMePaMTIOeeyCmHHXjhttDJbresident．kremhnn血伯ocd2002の9侶0599．shtmi

54国垂の資軸こよれば2∝ほ年にアフガニスタンでは5万7（X氾ヘクターソレを超えるケシ畑で約3《氾ト

ンの生アヘンが収穫されたとのことであるが、このアフガニスタンで製造されたアヘン系麻薬の諮％がロ

シアに流入しているとのことである。C鳳：A如ⅦHCⅢⅠ丑repoⅢIyrPO播meTM叩y．（加圧和泊p兄2003）

httD：仇vww．narkodki．ruノ払95351．html

今日、ヨーロッパ諸国の中でアヘンおよびヘロインの消費レベノ吊こ関してトップに立っ刊、るのはロシ

アとボルトガ／レ（住民の0．9％）であり、この二国を凌駕しているのはラオスとタジキスタン陀れぞれ2％）

およびイラン（a8％）だけとのことである。C軋：Pqだ托兄mmI避p瓢eMmBE司叩eIn

yTmPe6JIeHH抑HaPtmmB．HAaXeB血amrepoHHaMLIBItepeJPrLTIaHemⅨ実損．（14M叩Ta2003）

b仕D：〟wW軋dobdnlSJl〟news／132489／

5519鮒年に押収された麻薬は16トンであったが、その内訳はマリファナが8トン姐亜）、ケシ藁が
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6・8トン強拠魂）であり、濃縮されたアへンおよびハシシはそれぞれ35kg吼加および約600短臣．掬

であったのに対して、2001年は法機動賂引こよって釦トンの麻薬、向精神薬および劇薬が押収され、その

内訳はヘロインが3．7トン餌）、アへンが3．8トン6％）、ハシシおよびハシシオイルが1．6トン強（魂）、

マリファナが40．7トン（52％）、ケシ藁が21トン強（30．硝）とのことである。

また、2001年には2万9（Ⅲ）件を超える麻薬含有植物の不正播種が摘発され、総面積で約朗へクターづh

彪4トンの麻薬含有植物師短のアヘン、加トンを超えるケシ藁、110トンのマリファナ、総額で10億

／レープル強に相当）が廃棄されたほか、7600ヘクタールの大麻自生地戒で1万舗00カ所を超える麻薬原料

備蓄エリアが発見され、総面積で謂00ヘクタール、1万1000トンの麻薬原料植物が廃棄されたとのことで

ある。Ch4・：牌ⅣIaA叩e叫呼野ManXXX）mOcmHMePeLX叩m叩放ⅦaJE）ynUrP菰IeHⅢO

H坤mHHXmⅢ叩輌血）m叫p血e負叩pmⅠⅠ玩00mm∞pp∝aM6叩鷹血c

HaPmMaR批点HmrtmHMepaMI70eeyCWIeHHXa

htt：〟resident．krem止n．ruJtextJdoCd2002／09／30599．shtmi

2002年にはロシア全体で95トンの麻薬（アヘン糾2短、ハシシ1215短、コカイン詣k臥ケシ藁14トン

およびその他）が押収され、18万％76件の麻薬関係犯罪が起きているとのことである。C軋：軸動

叩e00即P弧耽H匝Ⅶ卸間一叩HBq騨IOM鮎．02．2003■－肝脳月y．fy

htt：〟0litics．ravda．ru／ohtics／2003／1／1／5／7530nammamia．htm1

56合法的麻薬取引市場から流出し刊、る麻薬、向精神薬および劇薬の規供は蓼科こわたって少量であり、

不正麻薬取引帝劇こ大きな締ま与えてはいなし㌔1閑0年における麻薬の横酔牌蜘も摘発された麻薬犯

罪件数全体の3．1％であったが、2001年は0．1％にまで下がっているとのことである。C軋：′恥m叫

叩叩凪nXmBmOmmHMepaXnpm町野血汀BH兄a乃呼ⅣIp虚血H壬Ⅲ0ⅠnpmmHⅠⅨ

玉肥8aHDHmMy句叩く叩ⅣⅠ叫pa鮎tIe針耶ⅧIur加00恍椚日加牒収甲∝餌か和p血cm叩胡乱駄Ⅲ妃丘Ⅱ

a刀刃Dm汀H3加旺粗相MePaMIDeeyCmⅢⅠ逼httDJfDreSident．kremhn．ruftextJdocm99月htmi

57　C札：恥叩Ⅱ叫蛇Ⅰ甲ⅢⅡ騨【m E m HaI申aM閲航月間Ⅳ脱肛m B fh感知戒

◎呼野p叩Ⅱm叩軍政ⅦOHe3amIⅢ叩郎rIyE叩m脚HⅡⅠ叩皿

址Ⅱ叩Ⅱ叩Ip虚血H王mm旺mI聴p耶卿2008m脚晦p叩Hul拇Ⅰ批H聡M00取Ⅱ軍刀壬況

ⅦeHOBCozm臨30HaCmP¢29HX）H5I1999r．）httD淋椚門閥dorovo．tvumen．ruhdovod．htm

58　C軋：M叩脚叩a瓢Ⅸe　peryJⅡ甲OBaH耽　CrrTDⅡ凪肢虚：B Cdx！Pe　コpm叩おⅠⅦ冗

He3amⅢ壬0叩虚叩0叩H叩mq氾月mHHCEX叩0Ⅲ泌Be叩m．

httD伽WWeCadJukx）血n・knm2血血止〟M叩脚・Ⅰ甲a月OBOepe即叩OBa王Ⅱ妃CrTmⅡ肥Ⅲ戒B

C如peI申OTVW五mH兄He3aIのHHOMyO60POTyⅡapmB．

h仕p肋椚川Ⅶ即印m．m山aw／svSbm／21．bb山

5919詑年10月21日：不正取引麻薬向精神薬対策における内務機関の協力にっての似S加盟諸国およ

びエストニア）内務省協定（アゼルバイジャン、アルメニア、ベラノレーシ、グルジア、カザフスタン、キ
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ルギスタン、モルドバ、ロシア連邦、タジキスタン、トルクメニスタン、ウズベキスタン、ウクライナ、

エストニア）C軋：CorTIaⅢeH耽0∝汀pyFPmMe叩yM刀工江虻汀ePMBHyIpeHHHX押刀B60PL6ec

He3amHHもM如MH叩mq）e卿別川00叩卿mm別間m馳椚210耽唾兄1992

mAa）httD：〟muZaX．tOmSk．runligUsociauaw∈止0ⅠⅣerrtion1992．htm1

6019鍼年7月8日：不正取引麻薬向精仲薬対策における税関の相互活動および協力についての¢IS加

盟諸国）税関協定（アゼノレ∨ジャン、モルドバ、アルメニア、ロシア連邦、ベラノレ←シ、タジキスタン、

グルジア、トルクメニスタン、カザフスタン、ウズベキスタン、キルギスタン、ウクライナ）C軋：

CoImaⅡ把HHeOB3aⅡ噸五mHCmPyJIEⅡⅠⅦ光Ⅵ莞TaMO凝肥HHもⅨUIy澹応B鮎pt6ecHe3aIのHHMM

o60PCrrOMHaPmeCⅨHXCpe月mHrIC拡OTPOrⅡ払ⅨBe叩（汀B（MocfCm，8Hm1994rJ

httt）：仇町WWnOdrugS．neXCOm．ru：8080／sod sotr t）nhtm膳st1

612000年11月謝日付不正取引麻薬向精神薬前駆物頃対策におけるCIS加盟諸国協力協定（アルメニア、

キルギスタン、ベラノレーシ、モルドバ、グルジア、ロシア連邦、カザフスタン、タジキスタン）C軋：

G）ⅠⅥaI批HHeOCOTPy脚Ⅱ妃Ⅸ脚一ytIaimmBCoJ＊ymHe3aB虻】閲MもlkrbcypB

鮎p曲cHe3a王のm（血pmHapmmeCQⅨCPe耶nC血IpOrm月eⅡ鱒q遷HITPe間OB

（MmC埠30HO兄6pSI2000rqa）httD：kis．minsk．bvh1BSianklecb2000／S町1113．htm

62cm：Me3KnXyJPtHaflnpOrPaMhnCOmMeP鮎ptB血C叩年間芯氾EaI職p耶e

2000卿2003叫準OT溢血甲2（XO n（y玩p叩陣風托Ⅰ理H肥M Com m通m卿

Co即yXemmHe3aBHCmIbⅨn町AaPCTB）ht：Ncis．m血sk．b／mssian／anv2000／M r－26lz．htm

63CM．：StatuteoftheCouncuofEurope，Chartofsi騨latureSandratiBcations

址吋此onvendons．coe．intmatv侶Nhearchsig．a鱒？ml＆CM＝8＆DF＝01n5／93

64C軋：Co一叩e血nGrouptDCombatDrugAbuseand皿dtTrajR血喝inDrugS軌mpidoti）

1止血：伽m血．既．i血触ea加瓜N仙stARasp

85C軋：MeMPPa印WMOmⅧMDnOHmOCOIPyJIEmB血mmmpαⅦ過He3am

叩0糀叩叫句m叫a几叩Ⅰ画H批正H叩m椰斑HXP巧氾ⅡHもⅨ駈Ⅱ鱒m血

叩e隅0㍍恥皿敗耶4M凪兄1996Ⅰ℃只由比bWww．a心血e蜘n址m

66C軋：HocⅧmH舵恥m陀町2垂印乱Ⅶ1998T．N125－℃叩m卿HeI丑虹I

Poa血痕Oe押P叩IlC MeMqPaW O B胡乱旺MDnOHHM皿0叩yJTEm B O6JLam

mm卿況姐He皿卿叫如画H址MⅢ坤meCIq覆Ⅹ御叩

HCHXOTPOⅡEuXBeⅡ阿mHHpe和peOpOBOT4Ma兄1996r．一一

h比p：仇vww留肌Ⅶm皿ent．ru血ormdoQyindex．html？he＿id＝坦1

67C軋：nmmeH肥恥mP◎肝7渾軸1鮨8n N14駈－tO叩皿耳

G）maⅡ】肥皿兄Me町野Ⅰ和amPoaHiicmii◎e押p叩滋Ce叩錯甲mOOHdoHaaM旺旺旺

呼びⅡIOm TeXH肝Ⅰ弧のm00膵羞cm B C如匹抑叩耶H叩皿王Ⅱ叩ⅠⅦ耽旧由HHO最
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rIPeCTyrHOmK｝BPo∝HiicHO放◎e押Pa工四五，

http：仇町WW．gOVemment．ruhornldocdindex．htmi？heJd＝5＿1豊

68C軋：HmRneH舵Ⅰ和姐m畑Ⅲ凰P¢町9脚感匝19鮨r．N1359日03amHHE

ComaⅡ把HI班MeWⅠbaBmMPα慧虚cm丘◎eJPPaq4HH鎚HPeTaPHaTOMOOHc60nBam

∝渾駄Ⅷ00CrqPOHM rborpaM施IOOH rK＞Me3EJTyHafKPMy mfrrPCL7m Ha只HaPm肌

norpam丑IPyTm◎印鱒pa皿HO丘rE）rPaLZm最u耶E6H加地Ⅰ00鎮◎e渾p叩IBPecrD6JHC

TaJPRmCTad，httD：〟www．だovemment．ruhormd血index．html？heid＝511

69C軋：nαコaHOR乃eH封e rbaBmm P◎（汀28ⅡⅢ況200lII N亜姓一一0m￥町HmHHⅡ

ComaⅡ妃HH兄　M駐印Ⅳ　rIpaMreJmM Poo感m孟　Oe渾Pa叩珊【H CeHPeTaPHEm OOH o

peaJW　叩OemIX）COBePI址HmmBamm rP画oHaJBHO最　rIOFPBm　∝汀pyJTEmB

rq）aBCKDq）amOPraHOBP∝血負◎e辟P叩BC6JIam60PL6HCHe3a加mmM虚如（mM

HaP抑ⅦDBHOPⅧ30BaHHO最ppecrymcmⅢ一．httD伽unDdc．0如iaねn血roiectS．htmi

70・国連との援助協力関係が進展する中で国連からもロシアにおける麻薬汚染の現状とその対策に関す

る詳細な報告書として2∝旧年ロシア現地報告およびロシアにおける不正麻薬対策最終報告が発表されてい

る。C軋：Am血neldReport200－Rin3Sia．http伽軋unOdc．0血siakt血ort200ひ12・311．htmi

〟CM．：nkgalDrugThdeinRussia，FinalReport（M弧PbmkInsdtuteforFbreignandInternabnal

CdmhalIJaW）FreibⅦ写，October2000http：〟munodc．0如iaJenkeDOrt2000・10－311．htmi

71ChL：UmDC叫ectsinthefhmianFederadonandBekmQiackgmundofUNODCin

Russia）．httDJfwwunodc．orghrussiaJbrJDrOiects．htm1

72　C軋：TAA鹿は忙吼∴軋C二M岬OB，A且C印Ⅰ℃eB Me耶埠町ⅣnPa丑0ヨ瓜e PeryJP

moⅢeIⅢ丑BC師pe鱒m椰放m肥江He8aROHHOMyO60pOTyEaPmB

httD：／／www．narmm．ruAaw／svstem／21．htd

73CM．：HmmIⅡ妃Ⅰセ P◎oT25僅Ⅰ耶句）兄2∝）2r．N703－，03a肌聞HHH

ComaⅡ於HH兄MeWIbaBmPtxrHb最◎e揮paエ乎ZHHI和aBm伽阿舵H払Ⅸ

IlmmB血はepIEK0∝汀py平m B∝卿eHIⅢ叩旺旧）中仙点間Ⅱ

ⅠのHTPO几汗3aHapmⅠⅧIl．httDJ／ww．govemment．ru血ormdocshdex．htmi？beid＝511

74C鳳：HTOrHPa6cYrH月BOTB2000rw．httDJ／dvtu．vladivostok血makel．htm

75C軋：取成a ctnpm BIQme．（MaTePHa7nI叩eCC一間甲lm nXXX）記TaI任Ⅱり

htb：伽chinadata．ruhress nark．htm

76CM∴封h如Ⅵp血押Ty這2001m刀y鴫詔d血．vhdvosbk血m濾e3．hm－

77日本の捜査機関との協力は1泊9年から始まり、成果が上がっているとのことである。例え楓ロシ

ア側の資料こよれば、2（伽年6月富山港でロシア船から1亜gのアヘンが押収され、2名のロシア船員が検

挙されたほか、この事件が契機となって2001年にはアゼノレVジャン人・イラン人グ／レープの「員として
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アフガニスタンーモスクワーウラジオストック経由で日本に麻薬を密輸しようとしていた密輸団が摘発さ

れるなど、この時期に日本では19kgの麻薬が押収され、5名のロシア人が麻薬櫛検挙されていると

のことである。C軋兄mH坤Ⅰ叩脚PB取捌肌蜘2〟

Ram H叩meCmm　如m蜘晒〟兄mHI甲

mcL6e30叩Ma堕垣＿：仇W．tkSnJc由・binJtext．T）1？鮎e＝2001090701＆id＝Cnme

78CM．：npHMOpCm羞Ⅰ甲a最．OT叩mHOBa5II甲aBOOXpaEm髄a兄CrPytCryPa・

b伽：仇vwwre由ons．rJ紺血ldanv几〟1158840．htm1

79ロシア税関の2000年密輸麻薬押収要覧によれは税関職員による麻剋刊史件数は1251件（輸入時1偲8

件、輸出時141件、通過時22件）、麻薬および向精神薬棚ま8690．661kg（ヘロイン206．2kg、コカ

イン阻3転、アヘン1崩．3也、マリファナ、ハシシおよびケシ藁が約3ト河であり、輸送種別の摘発件

数糾合は、鉄道が訂．鶉、航空18．邦、自動車12．鴫、海上3．鴎、徒歩乙調、郵便1．玖コンテナ0．3‰

その他諷郵（1鮒9年の資料では鉄道個、自動車2鴫、航空1％、海上欄、徒歩為、郵便為、その他魂）

とのことである。C軋：Ta旭Ⅷ皿相川嘩皿m皿玖0由叩3a押p芯a壬Ⅱ戒m叩如E叩mBB2∝氾n

ryBltITItPoccHHhtt：仇rww．narkonet．ru／ohdka／dumahml．htm

80CM．：rIepexB釘IeHaI申yTⅡIe珪印胤はBH．CrOpIⅢHaPmprDZLTH叩ⅧrepOⅡHa

httDJrwwWnOdru田．ru／articles／arhdeO16．shtm1

81C軋：H叩m B M叩e．12卿感匝2001，闇汀a肋騨Mが・－M血Ⅸ抑立

地M00MMeIfT短3／OU99）http：此叩凍ajkS．ruJkv／archive／1212＿2001伍shernan2．shtm1

82C軋HapmpIt）B坤Ip叩BfhoHtK）．Wa．lHaⅢBe正一07・09・2001

1止b肋血k皿把d由一a乙00m侶飢杷層P感Lh血1〟BもⅡⅠ肥Ⅱ叩m叩姐叩むIC叩B叩Hapm伽B

Ⅶ曙光3T印p叩H船nX℃HHB肋HI旧．蜘地血〟匝

叩aH3班r－蜘R一一14．03．2001地軸＝16
83cm且肌Ⅷ13TIのHaEHaC卸間ae叩叩mMHP¢ⅡⅥ申aHH址yIp∫軋15．肪朋1．

址b伽血爪正妃Wd20010515（恰272614155虚血山m澱aHHOB山蕗匹敵．一℃餌ⅡⅥ血王b虚00耶慮－．

Nb20，2001．httD：NwwvtB．SDb．n瓜GES佗0／20加m；

CoastGuardcutterseiZeSreCOrdamOuntOfcocaine．USCG．14．05．01．uscg．m止

httDJfwwuscg．m肋acareaJDCDhewsreleased2001／maV／0801加m

84現行1閑6年刑法典第188条（密輸）の捜査取調については、第1項の捷査に関しては税関機関およ

び連邦国境警備庁（税関不在の場合）に、第2項～第4項の取調に関しては内換機関および連邦保安局機

関にそれぞれその権限が与えられている。参照：ロシア連種連邦国鏡警備庁とその改革（その2）124～125

貢、109～111頁および93～鋸貢、海上保安大学校研究報告第47巻第1号通巻第75号平成14年度

85内務省の資軸こよればロシアに入ってくるマリファナの9誠、ハシシの8醜およびアヘンの7鴎がカザ

フスタン経由で入ってきているとのことであるが、これら麻薬はその主要な供給国である「黄金の三日月
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地帯ぐ3Ⅳ灯m最m叩げ）」諸国［イラン、アフガニスタン、パキスタン］、特にアフガニスタンから

国境を按するCIS諸国（旧ソ連邦の中央アジア諸国）のトルクメニスタン、ウズベキスタンおよびタジキ

スタンその後にカザフスタンを経由してロシアに入ってきている。しかし、これらCIS諸国での国葬警備

等は十分なものではなく、ロシアにとってロシアーカザフスタン国境が麻薬対策にとって事実上「黄金の

三日月地帯」諸国との醜こなっている。しかし、ロシアーカザフスタン国境はソ連邦崩壊後に新しくで

きた7500キロもの長さの国境であり、その国策インフラの整備に古淵彰大な資金と時間が必要であり、ソ連

邦崩壊後10数轍つものの十分な警備インフラが整えられているとは言えず、また人および物の自由な移

動、隣国との協調関係の維持等の点からも完全な響掛ま困難で、同国境での麻薬の流入阻止には限界があ

るのが実情であり、問題の解決には国際協力が重要となっている。C軋：AA邪知慣闇r匝脱肛隕C

貼3amOM－HO馳戒py6e3RPomhttD：爪町WWkisi．kzn？artdExtPouO6－14－02KurtOⅥhtml〟

A伽B，BBもmBmpoIⅢOBaJIarPeqtFI：Ta皿痛hIyXeP乱R兄3a江KBO蝕W鱒p打払托概況．勒HaTIe

”〔濾0坤eZiaTe瓜－ObServe／一N9（140）2001n）A http伽W軋naSledie．ruJbbozMO901伯151rrM

86タジキスタンとアフガニスタンの国境は1993年5月訪日モスクワで署名され、同7月15日付第

5現計1号ロシア連粍最高会議決定によって批准された「タジキスタン領のロシア国境警備隊の法的地位に

ついて」の協定（（hmaⅡ肥m MeWP∝臆の最¢e押pa叩肥縫HPeq極点で脚IO

Iq）aBOBOM CTaTyCe rbrpam即激賞駄概血痕¢e押P叩，Hむ岬叩Ⅸ（況　aTepp壬mpIⅢ

P画で叩卿mH）に従い10年にわたってロシアの国境警備隊員たちによって守られているが、

ここでのロシア国境警衛隊の活動はアフガンからの麻薬をその国境において阻止するものとして国際的に

も大きな評価を受けている。C軋：口0Ipam叩pm¢HCPomBT即卿me

httD伽】m馳mbassⅥtainet．com／蝕）nder gTOuD．htmi〝

htto：仇ⅣWWVOOm．rukd・bidiakdoc？reg nⅦnber＝％DO9303314

87C軋：rborTmPaBBmHaPHOCmya工騨IBPom．yBHOHyB月口Ⅸ

httD：〟narcodc．febras．ru／1．htm

88C旭：TaM【肱H兄HH叩m弧∝3叩耶pXaE日長HDHp血叩IH嘩ⅢmⅥ斑将B2（X旧nIⅧ

rTRPooc】狂圧httD：〟wwwlnarkonet．ruboli址a凪um∈此aml．htm

89C軋：Pe野皿潤m日和Ⅶ感Ⅰ沿一触Ⅸ虚聞幻℃J脚部触H叩m】DB◎HC肋Ⅱ過2∝）1叩

b加納vww血S皿血抽山鹿上血山〟BM叩Ⅱ把MIW∝npy揮m¢nCP◎卿5903灯

pa3刀椚HもⅨⅡ叩mB．【RBC】．P∝Bぬ肥d払m

httD：〟wwwtbc．n血血enewS．Shtmly20020110161246．shtm1

90m鱒閏鱒Ⅲ日印日野pHmB・yImB甲（灯Ⅰの軸eE叩H押呼e叩a¢nCnⅧ

reHepa町m苫m mB．T∝耳のm B R血MⅢ王如M叩m a柁m d血m〉AⅦ

叩脚肥点呼e卿Ma∝0鮒縫Ⅲ頑叩腫叫胱27．01．2003n（玩斑漑ⅢeⅢWK揮爪印Ⅷ∝m

rmrpeLmiiuvx6LIP∝CI戒cHO最¢e渾PaP3a2002rqzl）

－68－



67－ロシア連邦連邦国境警備庁とその改革（その4）

http：仇醐如．ruノ軸．ns鞄reβdO371DP9EFO6B53DFO3256CBDOO77E62G割出！

91CM．：rIorpammrIPUIl皿HapⅣnmOB．htt：肋ⅣⅣW．naSledie．nJbtx）ZN7－8％2001r7－819．lTIM

92ChL：yxaarIpe3町野mP◎oTllMaPm2003r．N308一’OMepaXnOCOBq）Ⅱ把mmm

叩aPCTBeHHOrt）TIP鮎mefm兄BO6JIaCrH6e30IlaCIIOCmPo∝打点cla）丘OeJtePal騨HH

93y凪恥印pP甜mp⑬oTll．Oa2003N3241－0叩eMeH王抑MmHⅢl血柁鎮間杷叩a

◎e揮Pa皿HO最Ⅲ0Ipam最cWX6LIPoccdcIの最¢e揮PaI騨HI－

http：仇ⅤⅥW缶S．ruJ％S．nsgnorma？OpenPage

94．・この組織轍も米国における国土安全省の創設と闇こ、テロ対策等（巧封ヒもその背景にあると思

われるが、この再編によって連邦保安局ゆCB）は、旧ソ連和国家保安委貞会肛GB）の第1総局【現：

対外諜報局忙BIり〕および第9総局〔現：連邦警備局ゆCO）〕以外のほぼ全ての機能を取り戻し、多数

の手足となる人的勢力を持つ旧EGBに匹敵する強大な組織となっている8C軋：蜘叩匝

BCCCO叫aeTⅣBhttDJftx）T）．tbc．ruhdex．shtml？／new血identB／2003の3／11／11142835bod．shtmi〟

．，fh皿Ha5ITPSICn，一He3a王のrrqeHahttD〟ⅣⅣ軋utrO．ru／article扉2003伯3／12／132413．shtmi

95この改正法で連邦国境警備庁の業続組織法であったロシア連邦国境警備業務組織法仲e碑p訂正Ⅲ虚

3amHOで4Ma兄20CK）mmN55や31℃norpaHduTyXC6eR血痕Oe押paI平癒7）は廃止されて

いる。C軋：◎e押p打払恥感謝DHの・弧嫌悪氾3r．沌86・¢30拙ⅦH3旭∋舵孤立Ⅱ押mⅢ戒B

舵mpも把　aaHDHP脚払把am旭の最¢e押p叫叫Hpmm y中瓶肌蹴町

∽滞皿弘Ⅸ3a王のⅠ脚Ⅸa灯OBP∝血色¢明印a叩叫脚mⅣ妃HH坊間払Ⅸmpaヱ旺盛

∝脚M叩mBI押HHIⅨ桝叩mHOBmHO叩叩aa卸mH叩mm閉脚K

淵叩Ⅲ脹BeⅡ申mHy叩鮎脚瓜Ⅸ4即印皿叩n氾肛但EammⅨ痕叩BQ班誼C

OqYmeHHeMMePnOCOBepⅡ妃HCTBOB組mrO耶叩CrBeHHOmyI耳はLMe王Im・

httDW耶Wrg．rubficiaud∝脆de血l zakB6・03．8htm

96連邦保安局の国境警備組織の業務組織規定〔国境警備機関規程（m叩くeH舵Om叩aHHⅦ馳Ⅸ

叩由および国境警備軍令　craBm叩脚m瓢鮎d〕‡馴安局長によって承認されることに

なっている漣邦保安局規程第10粂第亜号。〔軋：y血3匝押mn氾血痕¢叩p叫間併ll

aBrym2003r．N960’．Bo叩OCH¢e渾Pa刀もHO最仁和y痛H6e30mC鼎mPoccE鮎Ⅰの最Oe卿pa岬が

httD触ruk）ficiaM融ぬzi／960・03．shtm

97C軋：yIp叩HOBOeJ叩．h仕p：肋叩W官．n〟山On扉afC2003／0701戊．8比m

98C軋：nb叩抑M C刀耶感a Pooコ都旺6由町膵血汀餓m B罰追証mCT托卯血IO狐－Ha

COHpe押皿HもⅨTePPmpH兄Ⅹ－rIaTPytmB．

b伽：肌ⅣWWhb血皿山／B／α182．btml？menu軍35＆idi88tu∋＝5651948
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